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はじめに
筆者は前論文において，モンタペルティ現象の概念を歴史上ごく稀に発
生する奇妙な現象から，敗戦に際して一般的に発生する現象へと拡張する
作業を試みた1)。ただし，敗戦が「経済の奇跡」をもたらすほど積極的な
成果を挙げた場合と，単に歴史的教訓を与えて安易な戦闘行為を抑制した
場合とではあまりにもその性質が違いすぎるので，前者を「開放・発展型｣，
後者を「抑制・和平型」などといった形で区別すべきであるのかも知れな
いし，あるいはさらにもう一つ，前論文で指摘した，ほとんどの住民が敗
北し服従した結果発生する「帝国完成型」というタイプをも加えるべきで
あるのかも知れない。ただし多くの場合，とりわけ前近代の戦争に関して
は，敗戦が敗者にもたらす条件が苛酷すぎるために，そうした現象はほと
んど発生に至らないか，カルタゴのように一応発生していても抹消されざ
るを得なかったという現実は，この現象を考察する際に常に銘記すべき事
項である2)。おそらくこうした歴史的現実のために，特に開放・発展型の
この現象は，人々に注目されるほど頻繁には発生せず，その結果として今
日まで完全に無視され続けたものと思われる。それとは逆に，幸運にも敗
― ―143
＊元本学文学部
キーワード：モンタペルティ現象，冷戦後の世界，モ現象発生の条件，
イデオロギー戦争，中国の繁栄
米 山 喜 晟
冷戦後世界のモンタペルティ現象
戦が本国から遠く離れた地点で生じたために，本国の潰滅をもたらさなか
った場合に生じる「抑制・和平」型のモンタペルティ現象は，おそらく予
想以上の頻度で発生していた可能性が高い。しかしその因果関係を客観的
に証明することは，至難の技である。真に歴史にくわしい人々が，世界史
全体に視野を拡大させて，さらにこれらの現象の新しい実例を一つでも多
く指摘して下さることを期待したい。
現在私たちに残されているのは，冷戦後の世界といわれる今日の世界に
モンタペルティ現象が発生しているのかどうか，発生しているとすればど
のような形で発生しているのか，という問題である。私たちの常識では，
一応冷戦は東側陣営が崩壊したために終結したとされていて，モンタペル
ティ現象は敗戦の結果発生するものなので，もしもその原則通りにモンタ
ペルティ現象が発生しているとすれば，ソ連や中国など東側諸国の間で発
生しているはずである。ただしこの場合，単純に原則が当て嵌まらないこ
とは，だれの目にも明らかである。なぜなら冷戦が終結する際に，他国と
戦闘して敗北した国は存在していないからである。すなわち冷戦はあくま
で東側陣営の体制の崩壊という形で終結したのであり，冷戦終結の最中に
国家間，特にそれまで東側諸国が敵視してきた西側諸国との間では戦闘ら
しい戦闘が生じておらず，いずれかの国の勝利あるいは敗北という形では
終わっていないからである。それどころか，かつて東側陣営に属した国々
の中には，独裁体制そのものは崩壊していない国も結構多い3)。また東側
諸国の体制の崩壊自体，ルーマニアで発生したクーデター騒ぎのようなご
く稀な例外を除くと，ベルリンの壁が崩壊した時のような熱狂はあったと
しても，ほとんど流血沙汰さえ伴うことなく，平和理に進行したもののよ
うに記憶されている4)。ただしソ連やユーゴスラヴィアのように，体制の
崩壊が国家の解体を伴った場合，民族間や宗教間の戦闘が勃発して，今日
も深刻な影響を残している5)。ともかく体制の崩壊は通常の敗戦とは認め
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難く，当然既成の概念に基づいて原則通りの形のモンタペルティ現象を探
し求めることはできない。
しかしだからといって，冷戦後世界にはモンタペルティ現象が全く発生
していないのであろうか。アメリカとソ連を盟主とする東西両陣営の国々
の間で，時には第三次世界大戦も懸念されるほどの対立が続いていたこと
や，中国大陸を皮切りに，朝鮮半島やヴェトナムなどでは本物の戦闘が行
われたことも事実であった6)。このように，時には本物の戦闘を伴った緊
張状態が半世紀近く続き，それが一方の陣営の崩壊で終わった以上，当然
何らかの大きな影響が生じているはずであり，たとえ原則通りのものでは
なくても，いずれかの国にモンタペルティ現象に類した現象が発生してい
たとしても不思議ではない。すでに前論文で指摘したとおり，敗戦が一つ
の国家や民族に潰滅的な打撃を与えるに至らなかった場合には，むしろ様々
な好ましい影響を与えることも稀ではなかった。だから冷戦の場合でも，
従来の敗戦の概念からは大きく逸脱しているとはいえ，冷戦状態の終結が
敗北したと見なされている東側陣営の国々に，きわめてユニークな形のモ
ンタペルティ現象をもたらしている可能性は否定できないのである。
そこでもしもそうした現象が発生していると仮定した場合，いわばこの
ようにきわめて変則的なモンタペルティ現象を把握するためには，当然そ
れにふさわしいアプローチの方法を構築しなければならない。そのために
は，まず二つの側面から作業をすすめることが必要である。その一つは当
然冷戦そのものの経緯について理解することである。冷戦と一口で言われ
ているが，ソ連軍に占領された東欧諸国およびその周辺部で進行していた
ものと，しばしば実際の戦闘を伴ったアジア諸国やキューバなどで進行し
たものと，さらにアフリカや中東地域で進行したものとでは大いに性格が
異なっていることも事実である7)。したがって各々の国がいかなる経緯で
東側陣営に加わったかを知ることが，まず不可欠な作業である。もう一つ
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は，敗戦後にモンタペルティ現象が発生するための条件を確認し直すとと
もに，冷戦後という状況に適用するためにその条件を修正することである。
以上二つのアプローチを行うことによって始めて，冷戦終結後におけるモ
ンタペルティ現象発生の有無を検討することが可能になるであろう。
ところで，かつて東側陣営に属していた国々の言語を全く知らない人間
が，それらの国々について論じることがいかに無謀な試みであるかは，筆
者も十分理解しているつもりである。それにもかかわらず，筆者が敢えて
この問題を論じるのには，以下のような理由がある。第一の理由は，冷戦
終結後の世界について筆者のような視点から論じる意志のある人を，当面
いかなる分野にも期待できないことである。すでに筆者の前論文でも記し
たとおり，少なくとも筆者が探した限りでは，敗戦がもたらす積極的な効
果一般について，これまでまとまった形で論じた著書を一冊も見付けるこ
とができなかった。まして時として敗戦がもたらすことがある特異な効果，
すなわち筆者が開放・発展型のモンタペルティ現象と呼んだ事例について
は，これまで筆者以外の誰かによって指摘されたことや，論じられたこと
は一度もなかった。だがすでに筆者が著書や論文にを通して何度も指摘し
てきたとおり，敗戦が敗北した国家ないし集団に対してプラスの効果を与
える場合が存在することは明らかであり，他にそうした試みが全く行われ
ていない以上，筆者自身がその考察を続けることは許されるのではないか
と判断したのである。
第二の理由は，すでに何度も行った論証からも明らかな通り，モンタペ
ルティ現象の有無を検証するために必要な資料とは，決して一部の権威者
だけが利用できる極秘の文献などといった性質のものではない，という事
実である。むしろこの現象の有無を明らかにするためには，敗戦から復興
にかけて発生した事実を記した概説書や年表，あるいはその後の貿易量の
変化や国民総生産に関する統計などといったごく基本的な事実に関する資
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料の方が重要なのである。したがって資料を原著では読めないというきび
しい語学上の制約があることは確かだとしても，かつての東側諸国の文献
の多くが日本語あるいは英語に翻訳されている今日の状況を考慮すると，
一応日本語と英語を読むことが可能な人間には，この作業に加わる資格が
あるものと見なし得るのではないだろうか。ただし，できればこれまで筆
者が行ったさまざまな推測の場合と同様，そうした分野を専門としておら
れる研究者によって，専門家の立場から筆者が行った推測をきびしく検証
していただくことを希望しておきたい。
第三に，現代の世界を知るために，この現象がきわめて有効な独自の切
り口を与えてくれるものと，筆者が信じているからである。すでに筆者は
前論文において，帝国完成型のこの現象が，いくつかの世界文明の成立の
ために貢献している可能性があることを指摘したが，現代におけるこの現
象の影響について全く触れなかったとしたら，まさに絵空事を描いただけ
に終わってしまうであろう。さらにかつて筆者は，人権という観念が確立
されておらず，場合によっては勝者が敗者の生殺与奪の権を握り得た近代
以前の時代に比して，一応人権や国際法上の様々な概念が定着しつつある
近代以降の方が，モンタペルティ現象は発生しやすいのではないかという
推測を記したが8)，冷戦後の時代とは，国際連合も国際司法裁判所も曲が
りなりに機能している現代のことだから，モンタペルティ現象はさらに顕
著に発現していることが予想されるのであり，もしも冷戦後の世界にモン
タペルティ現象が全く認められないとしたら，筆者の推測は完全に外れた
と認めざるを得ないであろう。だから過去の推測を確認するためにも，む
しろ筆者には，冷戦後世界のモンタペルティ現象を検証しておく義務があ
るとさえ言えるのではないだろうか。
以上のような次第で，筆者が本論において取り組むのは，冷戦後の世界
におけるモンタペルティ現象である。すでに見たとおり，冷戦は明らかに
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普通の同盟戦争とは異なっていた。たしかに本物の戦争も伴ってはいたが，
多くの場合大国同士の睨み合いであり，実際の戦闘抜きで進行するのが普
通であったために,「冷たい戦争 (The Cold War)｣9) と呼ばれていたので
ある。そこでまず第一章では，冷戦の実態を明らかにするために，いわゆ
る東側陣営の形成とその後の展開および崩壊までの過程を概観し，それぞ
れの国の特性を把握する。続く第二章の前半の部分で，通常の国家間の戦
争の敗戦の場合に，開放・発展型のモンタペルティ現象が発生するために
必要な条件と考えられるものを整理する。続いてそれらの条件を冷戦の終
結に適用するためにはいかなる修正が必要であるかを考察し，冷戦後世界
に適用することが可能な条件を設定する。さらに第二章の後半において，
第一章で行った東側陣営の形成過程の経緯の概観に基づき，約20カ国のそ
れぞれに関して，冷戦後のために修正された条件に合致するかどうかを吟
味し，合致する国々を選抜する。そして第三章では，第二章で選抜された
国々について，実際にモンタペルティ現象が発生しているかどうかを個別
に検証し，もしも実際に発生している国々が判明した場合には，その発生
状況がいかなるものであるかを明らかにしておきたい。
第一章 東側陣営はいかに形成されたか
冷戦は明らかに普通の戦争とは違う。したがって普通の戦争の場合に通
用する論理が，そのまま通用するわけではない。だから冷戦後のモンタペ
ルティ現象について論じる前に，まず冷戦とは何であったか，また崩壊し
た東側陣営がどのように形成されたか，そして各々の国がその中でいかな
る役割を演じていたか，を知ることが不可欠である。本章はそうした問題
を扱う。
当然のことながら，冷戦は普通の同盟国同士が対峙し合う状態ではなか
った。周知の通り第一次大戦の前には三国同盟と三国協商とが睨み合って
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おり，第二次大戦では，日・独・伊の三国およびそれに追随したいくつか
の国家に対して，それ以外の国々が戦ったが，冷戦の場合に東側陣営を形
成した国々の集団は，それらの国家群のいずれとも異なっていた。その最
大の違いは，東側諸国の異常に高い均質性にあった。第二次大戦の場合に
は，一応ファシズム国家群に対して，世界の他の国々が戦ったとされてい
るが，ファシズム国家と呼ばれた日・独・伊の三国同士を比較すると，た
またま戦時中という時点では総動員体制の軍国主義国家という類似性は認
められたものの，元首ひとつ取っても天皇，総統，国王とその性格はばら
ばらであり，これら三つの国々は支配体制から統治の仕組みその他，多く
の点で異なっていた。肝腎のファシズムに関してですら，イタリアのファ
シズム研究の第一人者デ・フェリーチェは，イタリアやドイツのそれとの
大きな差異のために，日本やアルゼンチンなどの支配体制を，ファシズム
体制とは認めていない1)。
こうした日・独・伊三国同盟の国々の異質性に較べると，第二次大戦後
の冷戦において東側陣営に加わったか，あるいは加わらせられた国々は，
何と明瞭な均質性を備えていたことであろうか。それらは共通してマルク
ス・レーニン主義を信奉する独裁政権によって統治され，少なくともある
時期までは，建前としてソ連の指導の下で行動を共にするという方針を堅
持していたからである2)。それに対して，西側諸国と総称される国家群は，
立憲民主主義国家からクーデターで成立した独裁国家まで，多種多様な国々
で成り立っていた。冷戦が発生した理由は，このように均質的な国家から
成る東側陣営が一時期急激な膨張を示したために，その他の国々の警戒心
を引き起こしたためであった。もちろんそのような事態が自然に発生する
はずはなく，人為的な工作の結果である。すなわち東側陣営が種々雑多な
西側諸国のいずれかをマルクス・レーニン主義を信奉する独裁国家に改め
ようと工作していたのに対し，西側陣営が東側陣営の拡大をくい止め，東
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側諸国の内の一つでも西側陣営に引き戻そうと工作していたことが，1940
年代に始まった冷戦の基本的な構図であった3)。
冷戦は東側陣営の崩壊で終わったが，冷戦の構図が明らかになった当初
は，マルクス・レーニン主義体制の批判者にとって，展望は決して明るい
ものではなかった。そうした当時の精神風景を証言しているのが，1948年
に完成されたイギリス人作家ジョージ・オーウェルの『1984年』である4)。
インドで生まれビルマで警官を勤めて英国植民地主義の弊害を身をもって
体験し，社会主義者としてスペインの内乱に人民戦線側から参加したとい
う経歴の持主が行ったソ連型の全体主義体制批判であるだけに，この作品
の影響は大きかった。J. L. ガディスは，その著書『冷戦 その歴史と問
題点』5) の序章をオーウェルの著書が書かれた状況から書き始めているが，
冷戦が始まった当時の世界の精神風景の証言として，最も適当なものだと
判断したために違いない6)。
一時期は世界を二分するほどの勢いを誇った東側陣営ではあるが，その
起源は決して古くはなく，その中心となったソ連ですら，1917年，第一次
大戦の敗戦をめぐる混乱の中で誕生したものに過ぎない。日露戦争に敗北
して重傷を負っていたロシア帝国は，それでも汎スラブ主義の盟主として
汎ゲルマン主義のドイツ帝国に対抗し，三国協商に加わってドイツを牽制
していたが，第一次世界大戦が始まると，近代化されていたドイツ軍の猛
攻に耐えられず国家が破綻，1917年の二月革命において皇帝ニコライ二世
が退位，ケレンスキーを首班とする政権が発足したものの，ドイツ相手の
敗戦を決断できないでいる内に，レーニンらボリシェヴィキによる十月革
命が勃発し，レーニンをリーダーとする独裁政権が発足した7)。レーニン
はマルクスの共産主義革命の思想を受け継ぎ，マルクスが唱えたプロレタ
リアート独裁という方針に基づいて，当初から前衛党による一党独裁の方
針を堅持しており，憲法制定会議のために行われた選挙の結果を無視して
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握りつぶしてしまった8)。また暴力の行使に関してもマルクスに忠実で，
断固としてこれを支持しており，たとえばニコライ二世らロマノフ王朝の
一族の処遇に関してトロツキーが裁判を希望したのに対し,「ロマノフ王
朝の人間を一人残らず，つまり優に百人あまりを皆殺しにする」という方
針を支持し，その提案は1918年７月16日に実行されて誰一人として死を免
れなかった9)。レーニンが主張するような一党独裁体制を採用した場合，
当然その党派に反対する党派が発生し，また同じ党派内にも必ず批判勢力
が発生するが，これに対してもレーニンは早くも1917年12月の時点でジェ
ルジンスキーに「反革命，破壊活動，投機と戦うための全ロシア臨時委員
会」を組織させ，チェカーと呼ばれるこの秘密警察の組織は後に悪名高い
GPU に改組され，その後も何度か名前や組織を改めながら，ソ連が崩壊
するまでの年月を通して，多数の人々を処刑したり，強制収容所に閉じ込
めたりして，ソ連の恐怖政治のシンボル的存在であり続けた10)。
こうした強引な政策に対して，当然国の内外から反革命の動きが発生し，
ロシア帝国の軍人らに指揮された白軍が蜂起し，さらに英・仏・日・米軍
など外国の軍隊が攻め込んだが，これに対抗するため強力な赤軍を組織し
て戦うと同時に，1918年の半ばから21年初頭にかけて戦時共産主義体制を
採用，工業の大半を国有化し，農業集団化をすすめ，食糧割当徴発制と配
給制，全般的労働義務制などを強行して危機を乗り切り，ソヴィエト連邦
を確立した11)。内外の敵が消えて国家が安定すると同時に生産力が著しく
低下し，国民の不満は農民の蜂起や水兵の反乱として爆発した。革命政府
はやむなく1921年３月にネップという略称で知られる「新経済政策」を採
用して，戦時共産主義を修正し，食糧徴発制を現物税にあらため，現物税
支払い後農民の手元に残る穀物の自由処分を認めた。また工業に関しても
一部小企業の国有化を解除し，国有の大・中企業でも独立採算性の原則が
採用されて，資本主義的性格をおびた市場経済の復活が許された12)。こう
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した修正と1924年の通貨改革によって，ソ連の経済は1925～6 年までによ
うやく大戦前の水準を回復するに至る13)。
こうしてネップの成果が現れ始めていた1922年の５月，レーニンは最初
の脳卒中で倒れ，10月には職務に復帰したものの，12月に二度目の発作に
襲われる。二度目のそれは４月以来共産党書記長の座にあったスターリン
との間に，グルジア問題に関する摩擦が生じた直後のことで，1923年１月，
ふたたび回復したレーニンはスターリンの排除を要求する覚え書を記すが，
それを実行するにはすでに衰弱し過ぎていた14)。そして同年３月10日，三
度目の発作に襲われ再起不能の病人となり，その10カ月後の24年１月21日
に死去した。スターリンはレーニンの遺体に永久保存の処置を施し，彼を
神格化して自らその司祭長となり，個人崇拝という将来の東側諸国のため
の強力な武器の一つを発明した。神学校で学んだことのあるスターリンに
とって，こうした民衆の信仰心を利用するやり方は，他のいかなるライバ
ルよりも得意な分野だったに違いない15)。こうしてレーニンは最晩年にお
けるスターリンとの確執や，ネップによってソ連経済が蘇生しつつあった
時期に死去したことなどのおかげで，フルシチョフが浴びせ掛けたスター
リン批判の泥水をまともにかぶることはなかったようである16)。
しかしＨ・カレール＝ダンコースの『レーニンとは何だったか』という
著書は，すでに見てきた通り，暴力革命の推進，容赦なき大量処刑，前衛
党による一党独裁，その際における選挙結果等の国民の意向の無視，独裁
政権に対する批判者の粛清または強制収容所送り，それを実行するための
秘密警察の設立，そして外国の共産党を一致団結させ世界革命を進めるた
めの組織であるコミンテルンの設立等々，後にフルシチョフが批判したス
ターリンの統治に駆使された手法の大半は，実はレーニンによって企画さ
れ，彼が最大の権力者であった時代から実行されていたという事実を詳細
に論証しており，ほとんどそのまま受け入れざるを得ないように思われ
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すでに見たとおり，強運と陰険かつ着実な実行力によって生き延びたス
ターリンは，まず党内の右派，穏健派と組んでネップを推進しつつ，トロ
ツキーという恐るべきライバルとその仲間を党内で孤立させて追放，ある
いは粛清する。続いて20年代の末から30年代にかけて，共産主義化におけ
る重大な後退だという理由でネップからの転換を試み，現実路線を求める
右派と決別，革命以来の同志の多くを粛清するか，さもなければ強制収容
所に追いやっている18)。共産主義という理念は，権力者が政敵を倒すため
のまことに便利な武器であった。こうして，マルクス・レーニン主義の一
党独裁体制下においては，必然的にその中心人物にのみ権力が集中するこ
とになる。さらに普通選挙を採用していないこの体制では，権力者による
独裁政治は彼が死ぬまで継続することになる。それはまさに恐怖政治その
ものである。同様の事態は，東側陣営の多数の国家において出現した。さ
らにスターリンは，まだネップを支持していた1924年，亡きレーニンに由
来する理論だとして,「一国社会主義」を提唱する19)。これは世界革命を
待たなくても，ソ連一国のみで社会主義を実現することが可能だとする説
であり，この時期革命運動の潮流が世界的に低調になり，マルクスの予言
に基づいて期待されていたドイツ革命が遠のいたという現実に対応するた
めの理論であった20)。
すでに戦時共産主義の試みで見たとおり，資本主義を脱却する試みには
大きな困難が伴ったが，スターリンは1920年代の末から30年代にかけて，
農業の集団化や５カ年計画に基づく重工業の推進などを断行，社会主義化
に向けて前進した。ソ連にとって幸運だったのは，資本主義克服のため苦
闘し始めたまさにこの時期に，世界大恐慌が発生したことである。1929年
10月24日，それまでひとり繁栄を謳歌していたアメリカのニューヨークの
株式市場が大暴落し，およそ１万行の銀行が閉鎖され，1933年には失業率
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が４人に１人にまで高まった。恐慌はアメリカ一国に止まらず，1931年に
はオーストリア最大の銀行を倒産させるなど，ソ連を除く世界全体に波及
し，資本主義に対する信頼を失わせて，早晩資本主義は行き詰まるとした
マルクスの予言を信じる人々の数を増やした21)。それと同時に，大恐慌へ
の対策として世界経済のブロック化が進行した結果，植民地に恵まれない
ドイツ，イタリア，日本などの危機感を高めて，それらの国々のファシズ
ム化を助長，とりわけ深刻なインフレ体験の後に，アメリカの協力によっ
て辛うじて小康状態を保っていたドイツのワイマール共和国は，アメリカ
経済の崩壊とともに命脈を断ち切られ，怒れるドイツ人たちによって，
1933年ヒトラーが率いるナチス・ドイツ体制が選択された22)｡
他方イタリアでは，第一次大戦後の左翼勢力の台頭に対する危機感から，
1922年という早い時期に元社会党員ムッソリーニが率いるファシズム政権
が誕生していて，次第に独裁の度を強めながら，ヒトラーたちドイツのフ
ァシストを支援し続けており，ヒトラー政権が成立すると両者は枢軸を結
成し，周辺国のファシスト党員を指揮して，ファシズムの拡大を推進し
た23)。フランソワ・フュレ著『幻想の過去 20世紀の全体主義』は，フラ
ンス革命史研究の権威が，ソ連を発祥の地とするマルクス・レーニン主義
と，イタリアやドイツで信奉されたファシズムとを，20世紀の二大全体主
義として比較しながら，その運命を追及した著書である24)。フュレは，前
者は 1）フランス革命の伝統を継いでいると一般に見なされていたことと，
2）19世紀の大思想家マルクスの権威に裏付けられていたことという二点
によって，後者よりも有利な立場にあったと見なしている25)。さらにフュ
レは，いずれも劣らぬ全体主義的イデオロギーであり一種の幻想に過ぎな
かったにもかかわらず，マルクス・レーニン主義という幻想に対しては，
世界のの人々，特に知識人は好意的であり，スターリン時代のソ連の現実
を知っている人々がいくらその実態を語っても，世間から重大視されるこ
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とはなかったという状況を明らかにしている26)。
世界大恐慌の到来と，強力なファシズム国家ドイツの出現によって，ヨ
ーロッパの情勢は一挙に緊迫した。ナチス・ドイツの攻勢を警戒したスタ
ーリンは，それまでの一国社会主義路線から人民戦線路線に転換し，コミ
ンテルンを通して各国に働きかけたために，ヨーロッパにおけるソ連への
期待は一挙に高まり，たまたま1936年に発生したスペインの内乱では，人
民戦線とファシストとが正面から戦ったが，ファシストが支持したフラン
コが勝利している27)。英国などによるヒトラー宥和政策はすべて裏目に出
て，ヒトラーはオーストリアを併合し，チェコを解体した。スターリンは
ソ連が単独でドイツの標的になることを恐れ，1939年８月に独ソ不可侵条
約を締結した28)。ドイツは同年９月１日，ポーランドに攻め込み，これに
はさすがの英国も放置し得ず，フランス，オーストラリア，ニュージーラ
ンドとともに同月５日，ドイツに対して宣戦布告を行い，第二次大戦が始
まった29)。この時ソ連は独ソ・ポーランド分割協定に基づき，ポーランド
に攻め込んでその領土をドイツと分けあった。さらにソ連は同年11月にフ
ィンランドを侵攻，翌年の８月にはバルト三国を併合するなど，領土拡大
のために積極的な動きを見せている30)。ドイツは大戦の開始後半年あまり
過ぎた1940年の４月から突然活動を活発化し，電撃作戦によって英・仏軍
を分断，ダンケルクから連合軍を英国本土に追い払うと，６月にフランス
は降伏し，ドイツはベネルックス三国とフランスを４年間以上占領したが，
同年７～８月，英国はチャーチル首相の戦時挙国一致内閣の下でドイツ軍
の侵入を撃退し，英・独両国間の戦争は長期戦に移行した31)。
大戦開幕直後に中立宣言を行ったはずのイタリアは，ドイツ軍の快進撃
に釣られて同年６月，英・仏両国に宣戦布告し，バルカン半島とギリシャ，
北アフリカに手をひろげたが，いずれも英国や侵入した相手国の抵抗のた
めに思わしい結果が出せず，ドイツ軍の支援を受けねばならなかった32)。
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しかしその結果バルカン半島をほぼ制圧してヨーロッパの大半を支配下に
おいたドイツは，1941年６月ソ連との不可侵条約を破ってバルバロッサ作
戦を展開，電撃戦によりソ連を一気に席巻しようと試みた33)。当初スター
リンの油断が災いしてソ連軍は退却を重ね，ドイツ軍はバルト三国やソ連
の領土の奥深くまで侵攻し，10月上旬には首都モスクワの近郊40キロにま
で迫り，レニングラード（サンクトペテルブルグ）を完全包囲したが，ソ
連にはナポレオンをも倒した冬将軍という強力な味方がいたため，ヒトラ
ーも厳冬の到来とともにモスクワ攻撃を中止せざるを得なかった34)。1940
年９月に日独伊三国同盟を結んでいた日本は，すでに膠着状態に陥ってい
た対中戦争の打開を目指して，1941年12月米英両国に対して宣戦布告，同
時に奇襲攻撃を開始した35)。こうして大戦に加わる機会をうかがっていた
アメリカは，自動的に参戦することになった36)。しかし長年にわたる対中
戦争で消耗していて資源も乏しい日本は，最初の半年あまりはアメリカの
油断に乗じて目覚ましい戦いぶりを示し，太平洋上とその周辺部を幅広く
占領したものの，資源にも工業技術にも恵まれたアメリカ軍の敵ではなく，
1942年６月のミッドウェーの敗戦を境に太平洋正面の制海権と制空権を失
い，さらに同年８月から翌43年２月まで続いたソロモン諸島をめぐる消耗
作戦（ガダルカナル作戦）に敗れて致命的な打撃を受け，その後は米軍の
物量作戦の前に敗北を重ね続けた37)。
1942年春，ドイツは再び攻勢に乗り出し，カフカスの油田地帯に侵攻，
スターリングラード（ヴォルゴブルグ）をめぐって同年９月から翌年２月
まで続いた攻防戦が始まった。このころからアメリカの援助物資が届き始
めた上に，間もなく二度目の冬将軍が到来，11月には攻めていたはずのド
イツ軍33万が，各方面から集結したソ連軍によって包囲され，1943年１月
末にパウルス将軍は残兵約９万とともに降伏，２月２日に戦闘が終結した
時点でドイツ兵の死体約15万が放置された。この戦いが独ソ戦争の天王山
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だったと見なされていて，以後ソ連軍は７月のクルクス大戦車戦に勝利す
るなど，次第にドイツ軍を掃討して西進を続けた38)。連合軍が1943年７月，
比較的脆弱なシチリアから侵攻すると，イタリアのファシスト大評議会は
ムッソリーニを解任，続くバドリオ内閣が連合軍と休戦してファシスト党
は解散したものの，イタリア駐留中のドイツ軍はローマを占領して抵抗，
抑留されていたムッソリーニを救出して北伊のサローに彼を首班とする傀
儡国家イタリア共和国を建国するなど頑強に抵抗，連合軍の北上を1945年
４月というドイツが降伏する直前まで食い止め続けた。イタリアに侵入し
た連合軍は，このように南欧の一部の解放に貢献しただけで39)，ソ連が待
望していた西側からの第二戦線が結成されるには，ノルマンディー作戦が
戦われた1944年６月まで待たねばならなかった40)。もちろんその間にも英
国とドイツの間では激しい空襲や海戦が続いていたが，ソ連は1941年６月
以来２年あまりドイツ軍の猛攻を単独で耐え続け，1942年の英・カ連合軍
によるフランスのディエップ襲撃も失敗に終わっており，1943年にイタリ
ア半島に現れた連合軍もほとんどイタリアとその周辺で食い止められてい
たために，1944年半ばになってようやくまともな援軍が現れたという印象
は否めない。こうしてヨーロッパの戦争は，1945年４月30日，ソ連軍のベ
ルリン入城を聞いたヒトラーの自殺と５月８日のデーニッツ提督による無
条件降伏とで終わる41)。以上の経緯を見ると，たとえいかにノルマンディ
ー作戦の成功が重要だったとしても，ソ連軍こそがヨーロッパにおける対
独戦争の主役であったことを疑う人はいないだろう。その後に残された日
本は，主にアメリカ相手に単独で戦い続け，沖縄の占領，２発の原爆をふ
くむ大空襲，ソ連による満州への侵攻などの後，ヨーロッパに３カ月以上
遅れて降伏した42)。
ガディスはその著書の中で,「ソ連は唯一つの戦争，独ソ戦を戦っただ
けであったが，それは人類の歴史を通じてもっとも悲惨な戦争であった。
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(中略）軍と民間を合わせた人的被害の推定は，もともと不正確なもので
あるが，それでもおそらく約2700万人のソ連市民が戦争の直接的な結果と
して死亡しており，それはアメリカ人の死亡者数のおよそ90倍に達してい
た｣43) と記している。こうした事実に,「スターリンが信じるところでは，
戦時における人的被害の大きさが，戦後誰が何を得るべきかを主に決定す
べきであった｣44) という信念が加わると，当然ソ連から膨大な要求が出て
こざるを得ない。連合軍の第二戦線の出現が遅れたために，ソ連は自国の
領土からベルリンに至るまでの地域とバルカン半島の大半を勢力下におく
ことになった。すなわちソ連軍は1944年３月にはルーマニアに侵入，同年
８月にルーマニアでクーデターが起こり対独宣戦布告し，ソ連軍がブカレ
スト入城，同年９月ブルガリア領侵攻，ブルガリア「祖国戦線」がクーデ
ターを起こして対独宣戦布告，同月ソ連軍ハンガリー領侵攻，同年10月チ
トーらユーゴの人民戦線がベオグラードを解放，同年12月ハンガリー国民
委員会が対独宣戦布告，1945年４月ソ連軍はハンガリー全土をドイツ軍か
ら解放した。ヒトラーがすでに自殺していた同年５月にプラハで蜂起があ
り，同月ソ連軍がプラハを解放してチェコスロヴァキア国民戦線が結成さ
れている45)。それまではヒトラーのナチス・ドイツがそれらの国々を支配
しており，ゲルマン民族の優越性に対する彼らの信条に基づいて東欧諸国
の人々を差別していたために，ソ連は彼らに対してファシズムと人種差別
からの解放者という有利な役割を演じることができた46)。しかしソ連には
占領下の国々に自国のマルクス・レーニン主義体制を拡げるという使命が
あり，スターリンには自国の安全のために，体制を同じくする友好国，す
なわち衛星国を国境に配置するという地政学的動機もあって，この使命を
徹底的に追及した47)。東側陣営の形成はこのようにして始まったのである。
ソ連は早い時期から衛星国形成に好都合な行動をとっていたようである。
たとえば1940年初夏にドイツとの協定で攻め込んだポーランドでは，捕虜
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にしたポーランド軍将校数千をおそらく将来反対勢力になると見てカティ
ンの森で虐殺しており48)，あるいは1944年１月にポーランド領内に侵攻し
ていたにもかかわらず，同年８月ソ連軍が目前に迫ったワルシャワで市民
が蜂起した際，自らの手で首都を解放したポーランド人に迎えられること
は政治的に不利だと判断したソ連軍は進撃を止め，市民の蜂起には申し訳
程度の支援しか与えなかった。そのため10月２日ドイツ軍が蜂起を鎮圧，
死者は20万人に上り，生き残った80万人の市民は強制移住させられて，全
市が徹底的に破壊された49)。ソ連軍は1945年１月にワルシャワを解放し，
３月には非共産勢力の指導者を逮捕してモスクワに拉致するなどの工作で
強引に親ソ勢力を支援，人気が高かったポーランド農民党，社会党，ある
いは独自の主張を行う指導者などを順次排除し，48～9 年の間に多元的な
政治社会体制を一掃した。こうして反ソ感情の強いポーランドでさえソ連
型の共産党一党独裁制を確立したのである50)。さらにソ・米・英・仏が共
同で占領し，分割統治していたドイツでは，ドイツ全土への影響力を保持
しようとするソ連からの工作にもかかわらず，西側諸国が占領する地域に
おける1948年の通貨改革などで分断の動きが進み，ソ連のベルリン封鎖で
東西分断は決定的なものとなり，1949年９月ドイツ連邦共和国（西ドイツ）
の建国に対抗して，10月にドイツ民主共和国（東ドイツ）が建国された。
この国は一応複数政党制の建前を取り続けたが，実質はドイツ社会主義統
一党による一党独裁制であり，秘密警察シュタージのきびしい監視の下に
あった51)。個々の経緯は省くが，このようにソ連の占領下にあった国々は，
ソ連軍を背景にした強引な干渉の下で，一党独裁制のソ連の衛星国に変貌
した。一国社会主義とはいっても，ソ連にはすでに24年以来モンゴル人民
共和国という衛星国が存在していたのだが52)，こうしてマルクス・レーニ
ン主義を信奉するソ連の衛星国は，モンゴル，ルーマニア，ブルガリア，
ハンガリー，ポーランド，チェコスロヴァキア，東ドイツ，ユーゴスラヴ
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ィア，アルバニアと一挙に増大した。ただしソ連軍や英米軍の支援をも受
けながらも，主に自力でドイツ軍の支配を脱したユーゴスラヴィアやその
影響下にあったアルバニアの動きは複雑で，1945年に訪ソして友好条約を
結んでいたチトーとソ連の仲が，ブルガリアなどと話し合われていたバル
カン連邦構想などを契機に決裂，ユーゴスラヴィアは西側諸国の支援を受
けながらチトーの下で団結し，きびしい経済制裁に耐えて非同盟諸国の一
つとなった53)。アルバニアはこの時はユーゴスラヴィアと断交，ソ連側に
ついてソ連の衛星国の仲間であり続けたが，1960年の中ソ論争の前後に中
国側についてソ連と対立し，1968年にワルシャワ条約機構から離脱した54)。
すでに見たとおり，ドイツの敗勢が明らかになった1944年ごろから，ソ
連の勢力圏が拡大する動きが見られ，1945年にはその可能性が現実化しつ
つあったが，チャーチルとルーズヴェルトの間にはスターリンの評価に温
度差があり，日本の軍事力を過大評価して米兵の犠牲が増えることを恐れ
ていたルーズヴェルトは，1945年２月のヤルタ会談において，スターリン
に対日参戦を要請し，スターリンはこれに同意した55)。同年４月にルーズ
ヴェルトが死去，アメリカ大統領の地位を引き継いだトルーマンは，チャ
ーチルに同調してソ連が率いる東側陣営の拡大を憂慮していたが，すでに
結ばれていたヤルタ協定はそのまま実行され，1945年８月８日，ソ連は日
ソ不可侵条約を破棄して対日宣戦布告を行い，ヨーロッパ戦線から移動さ
せていた大軍で満州国に侵攻した。日本が８月14日にポツダム宣言を受諾
して降伏したため，ソ連軍はほとんど本格的な戦闘を体験することなく，
ロシア帝国が日露戦争で失った大連，旅順その他の都市や鉄道に関する旧
権益や，南カラフトの領土を回復した上，日本固有の領土である千島列島
までを不法に占領してしまった56)。
ソ連の動向をくわしく知ることを望んだ国務省に対して，1946年２月，
モスクワのアメリカ大使館に勤務する外交官ジョージ・ケナンは8000語に
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およぶ「長文の電報」を送り，ソ連の事情と採るべき対策とを説明し，ト
ルーマンらに強い影響を与えた57)。英国の総選挙に敗れて下野していたチ
ャーチルは，同年３月トルーマンとともにミズーリ州フルトン市のカレッ
ジを訪れて講演を行い,「鉄のカーテン」ということばで，現在進行中の
脅威を訴えた。こうしてアメリカを中心として「封じ込め」政策が実行さ
れるに至る58)。さらに47年６月，アメリカの国務長官マーシャルは，ヨー
ロッパ諸国の自立と復興を助けるための資金援助計画を発表した59)。西側
諸国の多くはその資金を利用し，日本その他ヨーロッパ以外の国々も，ア
メリカによる同種の資金援助計画に頼った60)。東側諸国の内，ポーランド
とチェコスロヴァキアはマーシャル・プランを利用しようとしたが，ソ連
からの圧力で断念した61)。東側に属さぬヨーロッパ諸国は，1949年集団安
全保障機構 NATO を結成し，アメリカとカナダとに加盟を求めて，ソ連
軍の侵攻に備えた62)。東側諸国はこれに対抗して1955年ワルシャワ条約機
構を結成した63)。
こうしてヨーロッパでは一応冷戦状態が定着していたころ，アジアでは
日本軍が引き上げた後に，国家の独立ブームが起きていた。この時ヨーロ
ッパ諸国の植民地だった地域の多くが独立し64)，その中には東側陣営に属
した国もあった。中でもヴェトナムでは，ホー・チミンが日本軍が建国し
た傀儡国家ヴェトナム帝国のバオダイ皇帝に代わって，1945年９月ヴェト
ナム民主共和国を建国し，植民地復活を目指すフランスと戦い始めた65)。
さらに世界に強力な衝撃を与えたのは，日本軍が降伏したおかげで一度は
覇権を握ったはずの蒋介石率いる国民党軍が，毛沢東率いる中国共産党軍
に敗れ，1949年４月には首都南京を失い，本土から台湾に追い落とされ，
当時世界最大の５億４千万の人口を擁した中国が共産化したことである66)。
ソ連は長い間日本と戦う蒋介石を支援し続けており，しかも毛沢東がソ連
留学組を排除して共産党内に権力を確立していたため，ソ連と毛沢東との
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関係は必ずしも良いとは思われなかったが，1946年６月蒋介石の命令で国
共内戦が始まると，ソ連は毛沢東を支援した67)。国民党軍の軍紀のたるみ
や国民党政府の腐敗に加えて，地主の土地を貧農に分配する「土地革命」
が圧倒的多数を占める貧しい農民の支持を得たために，共産党の勢力は一
挙に拡大して，1949年10月の毛沢東の宣言とともに中国の共産主義革命は
完成した68)。当然アメリカは内戦の動向を憂慮していたが，当時日本を占
領していた米軍には，この内戦に干渉するための大義名分も余力も欠けて
いて，台湾に逃げ込んだ国民党軍を支援できただけだった69)。中国の北方
に展開されていたソ連軍の存在が，外国の軍隊の干渉に対する無言の圧力
となっていたことは言うまでもない。しかし1948年のスターリンとチトー
との決裂を見たばかりなので，チトーに劣らずソ連に依存することが少な
かった毛沢東が，スターリンの言いなりにはならないと予想できたことが，
西側諸国にとってはせめてもの慰めだった70)。この予想は長期的には的中
したが，短期的には外れた。毛沢東は1949年12月にモスクワを訪問し，マ
ルクス・レーニン主義の忠実な使徒としてスターリンに従う態度を見せ，
50年２月には中ソ同盟が結成された71)。
中国の共産化は当然周辺諸国にも影響を及ぼした。かつて日本に併合さ
れていた朝鮮半島は，終戦当時南下したソ連軍とその全面支配を抑制しよ
うとした米軍との力関係により，北緯38度を境に，1948年相次いで建国を
宣言した大韓民国（韓国）と朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）とに二分
された72)。下斗米伸夫著『アジア冷戦史』によると，抗日ゲリラからソ連
軍将校の経歴を経て北朝鮮の指導者に選ばれた金日成は73)，50年１月に国
務長官アチソンが発表したアメリカの「防衛圏」に朝鮮半島が入っていな
いことや，韓国の軍備が手薄であることを理由に，スターリンに対して繰
り返し南進の許可を求め，ためらうスターリンから，毛沢東の同意を得る
という条件付きで南進の許可を得た。さらに毛沢東の承認も得たので，
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1950年６月25日北朝鮮軍は38度線を越えた74)。戦備が整わず兵員の数もは
るかに少なかった韓国軍は，北朝鮮軍に対抗できず一気に釜山周辺の一角
まで追い詰められたが75)，ただちに国連安全保障理事会が開催され，７月
７日には国連軍創設が決議された。アメリカは日本に進駐していたマッカ
ーサー元帥を国連軍司令官に任命した。たまたまこの時期にソ連が国連を
ボイコットしていたために，伝家の宝刀の拒否権が使えなかったのであ
る76)。同年９月米軍を中心とする国連軍が仁川に上陸して補給線が伸び過
ぎた北朝鮮軍をたたくと形勢は逆転，国連軍は首都平壌をふくむ北朝鮮の
大半を占領し，中国の国境に迫った。そこで同年10月に将軍たちや多くの
同志の反対を押し切って毛沢東が派遣した100万人の中国人民志願軍が朝
鮮に侵入し，いわゆる人海作戦によって国連軍を押し戻し，翌年１月には
ふたたび京城を占領した77)。翌年の1951年半ばに戦いは膠着状態に入り，
７月から休戦会談が始まるが，スターリンは死ぬまで休戦を認めず，実際
に休戦が決まったのは，1953年３月にスターリンが死去した後のことであ
った78)。いずれにせよ，軍人と民間人を併せて400万人前後とされる犠牲
者を出しながら，北朝鮮は寸土も増やせなかった79)。ソ連は主に軍需物資
の補給や空軍による支援などを行い，アメリカとの全面対決を警戒して，
陸上部隊の支援は大部分中国に委ねていた。元々スターリンは，アジアの
個々の問題はなるべく中国に分担させるという方針を採っていたのであ
る80)。
1953年３月５日，ソ連人としては高齢で，猜疑心の塊と化していたスタ
ーリンが重臣たちや娘に取り巻かれて死に81)，後継者の地位をめぐる争い
の後，秘密警察の主ベリヤは処刑されて，フルシチョフが権力を握った82)。
フルシチョフはスターリンの恐怖政治を改めるという強い決意を抱いてい
て，その死後３年足らずの56年２月，第20回党大会の秘密報告でスターリ
ン批判を行い，個人崇拝の弊害を説いた83)。スターリン自身と彼の個人崇
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拝の手法を評価していた毛沢東は，フルシチョフのスターリン批判に憤慨
し，東欧諸国の指導者や金日成らの反応も同様だったはずである84)。
キューバのフィデル・カストロのグループは，一時期メキシコに逃れた
りしながら，1956年末に祖国に上陸してゲリラ活動を展開し，バティスタ
独裁政権とアメリカ資本に不満を持つ民衆に支持されて1958年末に独裁者
バティスタを放逐した85)。彼らは当初から社会主義革命を目指したわけで
はなかったようだが，アメリカ資本を守ろうとするアイゼンハワー大統領
がその政権を認めず，キューバが1960年８月土地改革法によってアメリカ
資本が所有する土地や資産を国有化したために通商停止を決定し86)，翌61
年４月には新大統領ケネディの下でキューバの亡命者たちが組織した軍隊
が反攻に失敗する（ビッグス湾事件）など，歴代のアメリカ政府によって
敵視されたために87)，フルシチョフが率いるソ連にたよらざるを得なくな
り，同年５月社会主義宣言を行い，正式に東側諸国の仲間に加わった88)。
カストロのキューバ政権はソ連に軍事的支援を要請し，ソ連が1962年10月
キューバに核ミサイル基地を建設しようとしたため，ケネディ政府は海上
封鎖を行ってミサイルの持ち込みを禁止し，ソ連との交渉で基地計画を撤
去させた。この時核戦争は一触即発の状態となり，その後の話し合いで核
戦争の危機は回避されたものの，冷戦はこの13日間に危機のピークを迎え
たとされている89)。
スターリンの死去やフルシチョフの秘密報告などを契機として，ヨーロ
ッパでも変化が生じ始めた。1955年５月にはソ連と東欧８カ国の間でワル
シャワ条約が結ばれ，翌56年にコミンフォルムが解散された90)。スターリ
ンの死と，1956年２月のソ連の第20回共産党大会でのスターリン批判など
で変化を期待した東欧の国々は，さまざまな新しい動きを見せ，ポーラン
ドでは「ポーランドの道」を主張して解任，逮捕されていたゴムウカが第
一書記に返り咲くなどの改革が進んだが91)，ハンガリーでは1956年10月か
国際文化論集 №43
― ―164
ら市民のデモが暴動化したためソ連軍が二度も介入し，11月ナジ首相がハ
ンガリーのワルシャワ条約からの脱退と中立化を宣言してソ連軍に連行さ
れるに至るハンガリー事件が勃発した92)。こうした東欧国民の反発と並ん
で，ソ連と中国との関係もさらに悪化した。スターリン批判で個人的感情
を害していた毛沢東とフルシチョフの距離は，1959年10月北京で行われた
会談によってさらに広がり，1960年以降中ソ論争が始まった。ソ連は毛沢
東が核戦争を是認していることを危惧して，1960年には中国に派遣してい
る核兵器その他の技術者を全員引き上げたために，中国では進行中の核開
発を含む数々のプロジェクトが中断されたが，中国は1964年独自に原子爆
弾を開発した93)。この中ソ対立は1969年３月の珍宝（ダマンスキー）島の
国境紛争をめぐる武力対決にまで進み94)，中国側の危機感はその後米中関
係の修復，1972年２月のニクソンの訪中，そしてその数年後のアメリカや
西側諸国との国交回復をもたらすことになった95)。さらに毛沢東の危機感
は，自分の影響力を妨げていると見なした実権派の劉少奇らを排撃するた
めの猛烈な運動を引き起こし，1965年ごろから文化大革命が始まった96)。
こうした東側陣営の分裂にもかかわらず，この陣営が掲げている植民地
支配からの独立というスローガンはまだまだ有効で，アジアとアフリカで
は説得力を発揮し続けた。その典型的な実例が，1960年から15年も続いた
ヴェトナム戦争である。1954年のジュネーヴ合意で停戦し，国土の４分の
３を支配していたのに，17度線に抑えられたことを不満とする北ヴェトナ
ムでは，自分たちの抑圧者と見た中国から離れてソ連に接近する動きが生
じる97)。1960年末の南ヴェトナム解放民族戦線の結成に対して，翌61年１
月，アメリカ大統領に就任したケネディは南ヴェトナムを積極的に支援し，
1965年からは北爆や海兵隊の派遣などで北ヴェトナムと直接対決し始め，
韓国軍なども加わって解放民族戦線の掃討に努めたが，北による攻勢は止
まらず，さすがの軍事大国アメリカもついに1973年のパリ協定で撤退を約
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束，1975年４月サイゴンが陥落して南北ヴェトナムが統一された。ソ連は
中国以上に北ヴェトナムに好意的だったが，実際の支援は大したものでは
なく，結局北ヴェトナムはほとんど独力で統一を実現した98)。
なお超大国アメリカの敗北と米軍のインドシナ半島からの撤退は，世界
に強い衝撃を与え，その影響は直ちに隣国ラオスにあらわれた。元来フラ
ンスの植民地で，仏領インドシナ連邦の一部だったこの国は，日本軍に占
領された後に独立を志向，1953年10月にラオス王国として完全独立したも
のの，右派，中立派，左派（パテート・ラーオ軍）による長期の内戦が続
いていた。1973年の米軍のヴェトナム撤退の影響で，1975年ラオス民族連
合政府が成立，サイゴン陥落に続いて連合政府は王政を廃止し，ラオス人
民民主共和国樹立を宣言した。その後一時中国との関係が断絶したことも
あったが後に修復され，1991年には憲法が制定され，今日もマルクス・レ
ーニン主義を掲げるラオス人民革命党による一党支配が続いている99)。同
じころさらに世界の注目を集める出来事がカンボジアで発生した。1970年
アメリカに支持されたロン・ノル将軍がクーデターを起こしてシアヌーク
国王を追放，アメリカの支援によって統治していたが，米軍の南ヴェトナ
ムからの撤退で，1975年４月フランス留学生上がりのポル・ポトが率いる
クメール・ルージュがプノンペンを占領した。クメール・ルージュは翌年
国名を民主カンボジアと改め，プノンペンなど大都市の住民や，資本家，
技術者，知識人などの知識階級から一切の財産・身分を剥奪し，農村に強
制移住させて農業に従事させた。さらに集団農場に集められた知識人階級
は，反乱を起こす可能性があるとして，100～170万人が虐殺された。原始
共産社会を理想とするこの改革の推進者ポル・ポトは，ソ連やヴェトナム
と断交したので正式の東側陣営のメンバーではなかったが，高度な専門知
識，工業，貨幣制度などを否定した100)。しかしその統治は1979年１月ヴェ
トナム軍とカンボジア救国民族統一戦線がプノンペンを占領した時に崩壊
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した。すでに悪化していた中越関係がこの時のヴェトナム軍のカンボジア
侵攻によって決裂し，同年２～３月の中越戦争を誘発したが，中国軍は一
時はヴェトナム北部を占領したものの，多大の犠牲を出して撤退してい
る101)。以後カンボジアは様々な推移を経て，現在は亡命先の中国から帰国
したシアヌークを国王とする立憲君主国に戻っている102)。
もちろんインドシナ半島以外でも，東側陣営に接近する動きは古くから
認められた。その最たるものが，1960～70年代のアフリカで相次いで人民
共和国や民主共和国が誕生したことである。大体植民地が独立する場合，
社会主義体制を選び，こうした国名を名乗ることが一つの範例になってい
たとさえ言えそうである。しかし中にはタンザニア連合共和国のように，
社会主義を信奉していても，1960年代にソ連と不和になっていた中国に接
近して，最初から非同盟中立の第三世界を目指した例もあり103)，もちろん
こうした国は東側陣営のメンバーとは認められない。あるいは1950年代に
勇名高いアルジェーの戦いによって独立し，1962年以降その名を名乗った
アルジェリア民主人民共和国は，その国名や社会主義政策や1989年まで続
いた一党独裁体制などによって一見東側陣営に近かったようだが，国民の
大半が信仰するイスラム教は唯物論のマルクス・レーニン主義と全く相入
れないため，非同盟中立とアラブ連帯を志向して，東側陣営には加わらな
かった104)。いずれにせよ部族紛争が多く，政体が変化しやすいアフリカの
状況を正確に把握して東側陣営のメンバーを正確に指摘することはきわめ
て困難であり，私の能力を越えていることを断っておきたい。サハラ以南
で最も早く誕生した人民共和国は，1960年にフランスの植民地から独立し
て，当初は自由主義国だったが，1960年代に社会主義化し，1970年に名前
を改めたコンゴ人民共和国だとされている。マルクス・レーニン主義政党
である労働党によって一党独裁体制を採り，ソ連および東側諸国の一部と
緊密な関係を結んだが，1991年主権国民会議によって複数政党制に戻って
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いる105)。1958年に独立したギニア共和国も，フランスに妨害されて東側陣
営に接近し，1978～84年にはギニア人民革命共和国と名乗り，社会主義体
制によって政敵を抑圧したが，1984年の無血クーデターで自由主義体制に
戻っている106)。1960年にイタリアと英国から独立して南北が統一されて誕
生したソマリア共和国では，1969年クーデターを起こして実権を握ったバ
ーレ少将がソマリア共和国をソマリア民主共和国と変え，翌年社会主義国
家を宣言，ソマリ社会主義革命党の一党独裁体制に移行したが，エチオピ
アとの戦争や内戦が勃発し，91年ソマリ国民運動が首都モガディシュを制
圧してバーレを追放した。その後も紛争が続き統一政府が存在しない107)。
1960年フランス領の自治共和国からダホメー共和国として独立していたベ
ナンは，1972年にケレル政権が誕生し，1975年11月にはベナン人民共和国
と改称して中国に接近したが，1990年ベナン共和国と改め，複数政党制，
三権分立，市場経済体制に改めてしまった108)。第二次イタリア戦争に敗れ
てイタリアの植民地になった（1936～41年）後，独立して帝政に戻ったエ
チオピアは，ソマリ人の抵抗や旱魃による10万人餓死などで陸軍の反乱を
招き，1974年９月，最後の皇帝ハイレ・セラシェが廃位され，12月に社会
主義国家建設を宣言してソ連の半衛星国となり，1977年２月にメンギスツ
が臨時軍事行政評議会議長に就任，数十万人を粛清するという恐怖政治を
行い，1987年の国民投票で評議会を廃止する。メンギスツは大統領に就任
してエチオピア人民民主共和国を樹立し，エチオピア労働者党による一党
独裁を行ったが，早くも1991年に各地の反政府勢力との戦闘に敗れて大統
領は亡命した。その後エチオピア人民革命民主戦線が実権を握ると，国名
をエチオピア連邦共和国に変え，複数政党による議員内閣制に改めて今日
に至っている109)。早くも1950年代からポルトガルに対して独立運動を進め
てきたギニアビサウでは，1973年領土の４分の３を解放して独立を宣言し，
翌74年に宗主国ポルトガルで無血カーネーション革命が勃発して左派政権
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が誕生したおかげで独立が承認され，ソ連やキューバよりの政権が誕生し
たが，1980年にクーデターが起こって親米路線に転換した110)。さらに1975
年，やはり前年ポルトガルで起きたカーネーション革命の余波で，1960年
代前半から独立運動を進めていた植民地アンゴラとモザンピークが独立を
承認され，いずれも人民共和国を名乗ってソ連やキューバとの友好関係を
維持していたが，モザンビークは1990年，アンゴラは1992年複数政党制に
戻った111)。両国とも長期にわたる内戦に悩まされていて，モザンビークで
は77年から92年にかけて，アンゴラでは75年から2002年にかけてそれが続
いた。ただ両国は豊かな資源に恵まれているので，内戦が終わった後は順
調な発展を遂げている112)。さらに70年代から独立運動が展開されていたエ
リトリアでは，1991年エチオピアのメンギスツ政府打倒に協力して1993年
に独立を認められ，民主正義人民戦線が率いる暫定政府が，以前なら当然
東側陣営に加わったと思われる一党独裁制の統治を行っている113)。
アフリカ以外では，まずアメリカ大陸のニカラグァで1978年，1961年か
ら反政府運動を始めたサンディニスタが勢力を伸ばし，1979年７月には革
命が成立してソ連やキューバに接近したが一党独裁には至らず，反対勢力
コントラとの内戦が11年続いた後，90年の選挙に敗北して下野，国民野党
連合のチャモロが当選して内戦は終了し，アメリカとの関係も修復して全
方位外交に転換した114)。あるいはアラビア半島の南端にある英領南イエメ
ンが67年南イエメン人民共和国として独立，後にイエメン人民共和国と名
乗っていたが，後に北イエメンと合併して，イエメン共和国となった。国
民のほとんどがイスラム教徒であるこの国では，アルジェリアの場合と同
様，外交上東側諸国と接近して類似した国名を名乗ることはあっても，同
化することは不可能だった115)。同じことはイラク共和国，アラブ連合共和
国などについても言えるであろう。要するにこれらの国々はパレスティナ
問題で反欧米の立場を取ったために，欧米諸国に敵対する東側陣営に接近
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したが，彼らの信仰は唯物論のマルクス・レーニン主義とは対極にあった
のである116)。例外は原則を強化するという諺があるが，1978年に勃発した
アフガニスタンの親ソ派の軍事クーデター，四月革命は，まさにその諺通
りの経過を見せた。人民民主党のクーデターによる社会主義政権が誕生し
て，一時期マルクス・レーニン主義を信奉するアフガニスタン民主共和国
を樹立したが，たちまち全土で反政府勢力ムジャーヒディーンが蜂起して，
ソ連軍の派兵を依頼せねばならなかった117)。すでにやせ細っていたソ連の
屋台骨は，1979年のアフガニスタン派兵によって一段と削り取られ，世界
中の抗議の声を巻き起こした。さらに1980年のモスクワ・オリンピックは
多くの西側諸国のボイコットに遭い，ソ連の威信は回復不可能なまでに傷
付けられた118)。1987年に就任したアフガニスタン大統領ナジーブッラーが
国名を元のアフガニスタン共和国に戻し，1989年10万のソ連兵が撤退した
が，その後も内戦は続き，1996年にはイスラム原理主義のタリバンによる
実効支配が確立されてイスラム教権国家が誕生した。2001年の同時多発テ
ロの後にアメリカ軍の介入を招いてタリバン政権は崩壊したが，その後も
安定した国家が確立されるには程遠い有り様である119)。
こうして私たちは，東側陣営の国々がどのような経緯でその陣営に加わ
ったかを概観した。門外漢が行った手探りの作業であるために，重大な見
落としや誤りがあるものと思われるし，変動の甚だしいチリその他南米諸
国の経緯は省略せざるを得なかった。しかし本論の目的にとって必要な東
側陣営に加わった主要国に関しては，ほぼ概観し得たつもりである。以上
で見た東側陣営への参加の経緯こそ，その国のその後の運命を予測するた
めの最も重要な手掛かりを与えてくれるものであり，特にモンタペルティ
現象発生の可能性の有無を知るためには不可欠なものなので，大半は周知
の事実の確認を行った次第である。
国際文化論集 №43
― ―170
第二章 冷戦後世界でモンタペルティ
現象が発生するための条件とその該当国
「はじめに」において記した通り，本章ではまず敗戦後にモンタペルテ
ィ現象が発生するために必要な基本的条件について考察する。なおモンタ
ペルティ現象の概念をさらに拡張して敗戦がもたらす効果全般にまで普遍
化するため，この機会に敗戦が国民にもたらす可能性があるあらゆるプラ
スの効果を，思い付く限り列挙しておくことにしたい。この作業を含めた
さまざまな考察を通して，敗戦後にモンタペルティ現象が発生するために
必要と思われる基本的条件が明らかにされるであろう。続いて前章でその
経緯をたどった冷戦の特性を考慮して，冷戦後と言う状況に適用するため
には，先に明らかにした基本的条件をどのように修正すべきかを検討する。
このような検討の結果，冷戦後の世界でモンタペルティ現象が発生するた
めに必要な基本的条件が確定される。その後東側陣営に属したとされる約
20の国々に，どれだけこれらの基本的条件が合致しているかを個別に吟味
する。こうした作業を通して，冷戦後の世界でモンタペルティ現象が発生
する可能性が高い，いくつかの国が選抜されるはずである。第二次世界大
戦後には，敗北した日，独，伊の三国に「経済の奇跡」が発生した。だか
ら冷戦後の世界においても，モンタペルティ現象が発生するのは一国だけ
とは限らない。なお今さらことわるまでもないことだが，私たちが今論じ
ているモンタペルティ現象は，先に挙げた三つの型の内の開放・発展型の
それである。なぜなら抑制・和平型のモンタペルティ現象の効果を知るた
めには，おそらく数百年後の世界から振り返ることと，深く歴史を洞察す
る英知が必要だからであり，また帝国完成型のモンタペルティ現象に関し
ては，冷戦後の世界ではいかなる帝国も完成していないことは明らかだか
らである。それに反して開放・発展型のモンタペルティ現象は，冷戦終了
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後数十年の間に明白な効果を発揮している可能性が高いからである。
そこでまず私たちは，敗戦の後に普通のモンタペルティ現象が発生する
ために必要な基本的条件を明らかにする作業から着手する。この現象は，
敗戦国民という集団に発生する心理的変化と密接に関係しているはずなの
で，本来ならば集団心理学などの分野で何らかの効果的な説明が見出され
るのではないかと思われるが，そうした分野の成果について筆者は全く知
らないため，有名な古典であるル・ボンの『群集心理』1) あたりに当たっ
て見る他はない。おそらく専門の分野では，その後元の姿とは似ても似つ
かぬほどの修正が加えられていると思われる古典であるが，いくつかの貴
重な示唆を筆者に与えてくれる。その内で最も重要だと思われるものは,
「群衆を構成する集団の内には，各分子の総和や平均のようなものは少し
も存在せず，種々の新たな性質の発生とその配合があるのである。これは，
ちょうど化学の場合と同様である。例えば，塩基と酸のような元素と元素
とが接触させられると，化合して新たな物質をつくり，この新たな物質は，
これを構成するのに用いられた元素とは異なる特性を具えている｣2) とい
う指摘である。ル・ボンはこの現象を，群衆の中にいることで不可抗的な
力を感じること，精神的感染，被暗示性などで説明しているが3)，このよ
うに群衆に加わることで個人が質的に変化するという指摘は，モンタペル
ティ現象の発生を考える場合に貴重な示唆を与えてくれる。ル・ボンは本
来広場に集まって暴動を起こすような文字通りの群衆について論じている
のだが，後の部分で選挙民や陪審員にまで考察を拡大している点を考慮す
ると4)，勿論程度の差はあるものの，それに準じた現象はあらゆる集団に
おいて発生し得ると考えていたもののようである。敗戦国の国民は，たと
え広場に集合していなくても，共通して受けている衝撃と心理的圧迫のた
めに，広場に集まった群衆にも劣らぬほど共通性の高い集団と化している
と言えるのではないだろうか。その結果こうした集団の中では個人が質的
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に変化し，時にはそのために奇跡とよばれるほどの成果をもたらすことが
あり得るのではないだろうか。
残念ながら筆者には集団心理学の素養が全く欠けている上に，あるいは
筆者の探し方が悪いのかも知れないが，敗戦の効果を積極的に評価してい
る著書が見当たらないという現状をも鑑み，モンタペルティ現象が発生す
る基本的条件を独力で数え上げる他はなさそうである。筆者はすでに第一
論文5) において，中世フィレンツェと戦後日本に共通して見られる条件を
三つばかり指摘した。それは 1）両国は敗戦を体験する以前に，少なくと
も近隣諸国の中では際立って好戦的な軍事大国であり，長年にわたって近
隣諸国との間で戦争を繰り返していたこと。2）両国はきびしい敗戦体験
の結果として，戦争に対して消極的になると同時に，敗戦以前とは異なり，
自らを取り巻く近隣諸国や当時の覇権国家に対して協調的にならざるを得
なかったのだが，こうした方針転換を当時の支配的な国際社会は好意的に
受け入れて，結果的に両国の経済的・文化的活動の発展を助長したこと。
3）両国国民は，敗戦の試練を通して普通には起こらない仕方で鍛えられ
たこと，の３条件である6)。なお第三の条件を論じた際，いずれの場合に
も特別きびしい試練によって鍛えられた集団が存在したが，彼らはその後
の両国の経済的・文化的発展のために，顕著な形で貢献し続けたことをも
併せて指摘した7)。
以上の三条件に関して，あれほど大規模な戦争を起こしておきながら，
戦後はアメリカ人たちが作った草案を基にした平和憲法を受け入れて，戦
後60年以上にわたっていかなる国とも戦うことがなかった日本の場合は，
大方の同意を得ることが可能だと思われるが8)，中世フィレンツェについ
ては，従来日本（のみならずおそらく世界中）の知識人が抱いていた平和
的なイメージと乖離していたために，違和感を感じた人が少なくなかった
かも知れない9)。しかし筆者に言わせると，市民の自治による共和制国家
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が当然平和を志向するものと決め付けることは，あまりにも認識不足であ
り，その証拠としてローマの共和制は，地中海全体を取り囲むまでにその
領土を拡大したという事実があることを忘れてはなるまい10)。フィレンツ
ェが戦争に消極的な経済的・文化的国家に変身したのは，モンタペルティ
敗戦後に生じた経済的・文化的飛躍の結果であり，それ以前のフィレンツ
ェは日常的に周辺の都市国家と戦争を繰り返していた。とりわけプリーモ
・ポポロが支配した10年間は，当時のイタリアでは目立って好戦的で，軍
事を優先する都市国家だったのである。そのような大転換をもたらしたモ
ンタペルティの敗戦が，これまでの中世イタリア史においてあまりにも無
視されてきたことは，筆者にとって容認し難い事柄である。モンタペルテ
ィ敗戦当時のフィレンツェ市民の共和制政権，すなわちプリーモ・ポポロ
がいかに好戦的で，積極的に戦争を繰り返し，勢力圏の拡大に努めていた
かに関して疑問を抱かれた方は，筆者の著書11) にぜひ目を通していただき
たい。
先に挙げたのは，具体的な二つの事例から導き出されたモンタペルティ
現象発生のための基本的な条件であったが，前論文においてモンタペルテ
ィ現象の概念を敗戦がもたらす効果全般に拡張して普遍化した以上，この
際一旦は具体的な歴史的事例から離れて，敗戦がもたらすプラスの効果と
考え得る項目を，なるべく網羅的に列挙しておく必要があるものと思われ
る。可能な限り網羅的であるために，特定の時代に限定することなく，ま
た必然的に発生すると思われる項目だけでなく，単なる可能性に過ぎず，
実現は困難だと思われる項目をも，区別することなく列挙しておきたい。
当然両立不可能な項目も挙げられているし，意味する内容が重複している
場合が有るかもしれない。まさにメルヘンの世界であり，敗戦は良いこと
ずくめのような印象を与えるかも知れないが，従来敗戦のプラスの効果が
余りにも無視されてきたことに対する補償としての思考実験なので，荒唐
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無稽な項目があっても大目に見ていただきたいと思う。なお筆者は前論文
において考察の範囲を世界史全体に拡大したため，その対象とした集団も
国家に限らず，部族や教団などといったあらゆる集団にまで及んでいたが，
本論は冷戦後の世界を論じているので，原則として国家を対象として考え
ている。ただし冷戦後の世界でも，ソ連やユーゴスラヴィアのように国家
自体が解体する事例が見られたことは否定できない12)。また一部の項目は，
前論文で行った考察の影響が残っているため，個人や国家以外の集団にも
関連している13)。
1）敗戦は国民に衝撃をあたえる。
2）その衝撃は敗戦以外では起こり得ない国民の変化や運動を引き起こ
す。
3）敗戦は少なくとも当該の戦争に関して，国民に平和をもたらす。
4）敗戦は 少なくとも当該の戦争に関して，国民を戦時体制から，開
戦以前の平時体制へと回帰させる。
5）敗戦による平時体制への回帰は，より多数の国民が戦争以外の活動
に専念することを可能にする。
6）敗戦は衣食住のすべてに欠乏をもたらして国民の生存を危なくする
ために，忍耐心や勤勉などの美徳を発揮させる。
7）敗戦は国民に生存のために，平常ではあり得ない犠牲的行為を実践
させる。
8）敗戦の衝撃は，国民に新しい視野と精神的覚醒をもたらす。
9）敗戦は国民に，平常では得られない新しい経験を与える。
10）敗戦は国家に戦争をもたらした体制の変革を引き起こす。
11）敗戦によって引き起こされた体制の変革は，従来伝統的に行われて
来たさまざまな抑圧から国民を解放する。
12）敗戦は国民に敗戦以前とは異なった新しい仕方の結束をもたらす。
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13）敗戦は敗戦国の国際関係を変化させる。
14）新しい国際関係によって，敗戦国にはそれまでに存在しなかった新
しい展望が開ける。
15）新しい国際関係によって，敗戦国はそれまでに存在しなかった国際
的経済環境が与えられる。
16）敗戦は敗戦国の個人に新しい人間関係をもたらす。
17）敗戦が個人にもたらした新しい人間関係は，個人の発展の可能性を
従来より大きくする。
18）敗戦の体験は，国民全体に戦争の苦しさに関する教訓を与える。
19）その教訓によって国家の性格は変化する。
20）敗戦は敗戦国の個人に試練を与え，その試練が敗戦国民を鍛練する。
21）敗戦は敗戦国民の一部に特別苛酷な試練を与え，それを耐え抜くこ
とができた個人に，特別な資質をもたらす。
22）敗戦国民は戦勝国から援助を受ける。
23）敗戦国民は戦勝国民の文化を学習する。
24）敗戦国民は戦勝国民から学習した文化において，新しい能力を発揮
する。
25）通常，敗戦国は戦勝国に比してより大きな損害を受けているので，
戦災によって生産財にもたらされた莫大な損害が，必然的に生産財の
更新を促進し，技術革新を引き起こし，生産力と国際競争力を向上さ
せる。
26）前項と同様のことは，敗戦国の都市や住宅や道路や環境に関しても
発生し，戦災による破壊によって都市計画が実現され，住宅環境や道
路事情や環境を改善する。
27）敗戦国は戦勝国に協力することによって，その戦勝国が将来得るは
ずの利益の分け前にあずかる。
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28）敗者が勝者に較べてはるかに多数な場合は，時間の経過とともに敗
者は勝者を吸収してしまう。
おそらく重大な項目が多数欠落しているものと思われるので，気付かれ
た方はご教示いただきたい。特に帝国完成型に関連した敗戦の効果に関し
ては，ほとんど白紙に近い状態である。もちろん上記の多くの項目は，実
現不可能な，はかない可能性に過ぎない。実際の敗戦は，前近代のみなら
ず第一次および第二次世界大戦後においてすら，多数の敗者の死や奴隷化
をもたらし，勝者による好き勝手な暴行略奪を引き起こし，敗戦国を極貧
もしくは隷属状態に変え，数々の屈辱によって敗戦国民の憤怒と怨恨を生
起させた。しかしあくまで思考実験上の可能性として，一応上記のような
項目を列挙することができるし，さらに多くの重要な項目を追加すること
も可能である。モンタペルティ現象を引き起こした前述の二つの敗戦の場
合，時代も環境も経緯も著しく異なっていたけれども，いずれも上記の可
能性の多くが好ましい形で実現していたことが分かる。先に挙げた二つの
モンタペルティ現象の間に共通して見られる三つの条件と，上記の思考実
験の結果とを擦り合わせると，モンタペルティ現象が発生するための基本
的条件を抽出することが可能になるはずである。そうした擦り合わせの結
果として抽出された，普通の敗戦においてモンタペルティ現象を引き起こ
すと考えられる条件とは，以下の通りのものである。
まず第一の条件は，敗戦以前には周辺の国家に比して好戦的であり，軍
事を優先する国家であること。敗戦以前の中世フィレンツェも日本も，好
戦的な軍事優先主義を採り，フィレンツェは国民皆兵制，日本は徴兵制の
下で，日常的に周辺の国々と戦争を繰り返していた。第二の条件は，敗戦
によってこのような軍事優先的好戦性からの転換を行い，他国への軍事的
侵略を止め，国際社会に対して協調的になったということである。日本の
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場合は新憲法による180度の転換があった。フィレンツェの場合，モンタ
ペルティ敗戦前後の変化に関して，ダンテは『神曲』の中で，フィレンツ
ェ人がかつては「傲慢」の狂気に取り憑かれていたのに対し，今は「貪欲」
の狂気に取り憑かれているという，日本人に起こったのとそっくりな変化
についての証言を書き残している14)。まさに敗戦国民という集団全体に発
生する，この転換の極端さと急激さの内にこそ,「経済の奇跡」を引き起
こしたモンタペルティ現象の原動力が潜んでいるものと思われる。しかし
もちろんそれだけではモンタペルティ現象は起こらない。第三の条件とし
て，国際社会がそうした転換を好意的に受け入れてくれなければ，敗戦国
はもとの好戦的な体制に戻らざるを得ないであろう。第四にそうした転換
が個人の解放や行動の自由度の増大と結びつき，第五に敗戦前後の体験が
国民を鍛えることで，モンタペルティ現象はさらに大きく開花することで
あろう。
上述の５条件は，あくまで普通の戦争の敗戦に関する条件であるが，今
さら言うまでもなく，冷戦は普通の戦争ではない。それでは上の５条件を
どのように修正すれば，冷戦後の世界に適用できるのであろうか。普通の
戦争においてモンタペルティ現象を発生させた，最も基本的な第一条件と
は，敗戦以前は好戦的な軍事優先主義の国家で，絶えず周辺の国々と交戦
していたということである。こうした条件がなければ，敗戦における転換
は起こらず，転換がなければモンタペルティ現象は起こらなかった可能性
が高い。この論理を冷戦の場合に適用しようとするならば，まず普通の戦
争の場合の軍事優先主義的好戦性に相当する事柄が冷戦の場合には何であ
ったか，を明らかにしなければならない。すでに見たとおり東側諸国を結
びつけていたのは，マルクス・レーニン主義というイデオロギーである。
レーニンがマルクスの思想を実践するために一党独裁の道を選んでソ連と
いう国家を創建したことと，その国家が核となって東側陣営が拡大した経
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緯は，前章でたどった通りである。マルクスはその主著が未完の『資本論』
であり15),『共産主義宣言』によって資本主義から共産主義への革命を訴
えたことは周知の事実である16)。レーニンはロシア革命が始まる直前,
『資本主義の最高の段階としての帝国主義』17) によって先進資本主義国家
が植民地再分割をめぐって争っている現実を明らかにして，マルクス主義
を20世紀の状況に適合させたが，そのタイトルからも明らかな通り，批判
の対象はあくまで資本主義であった。すなわち東側陣営とは，プロレタリ
アートを搾取して奴隷化していることを理由にマルクスが告発した18)，資
本主義と戦うためのイデオロギー集団だったのである。こうした事情を考
慮すると，普通の敗戦の場合にモンタペルティ現象が発生するための第一
条件として挙げられている，軍事優先主義的好戦性に相当する条件とは，
資本主義との戦いにおける積極性，ということになるであろう。ただしそ
うした意志の表明だけなら，東側諸国のあらゆる国で日常的に行われてい
たはずだから，言説だけでその積極性の強弱を測定することは不可能であ
る。結局その強さを測定するためには，それらの国々がどれほど熱心に資
本主義と戦ったかという，歴史に記録されたその戦いの実践ぶりを比較し
なければならない。この場合，資本主義との戦いが激しければ激しいほど，
その後に転換が生じた場合には極端かつ急激になるはずだから，モンタペ
ルティ現象が発生するために有利だということになる。そこで冷戦の場合
には，モンタペルティ現象が発生するための第一条件として,「軍事優先
主義的好戦性」の項目に,「資本主義との戦いの積極性」を代入しなけれ
ばならない。
しかしもちろんそれだけではモンタペルティ現象は起こり得ない。そう
した戦いの後，ある時点で資本主義との戦いを打ち切り，これまで資本主
義と戦ってきた体制を，資本主義を受容する体制に180度転換しなければ
ならない。モンタペルティ現象が起こるためには，前の状況から転換する
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ことが必要だという条件は，冷戦終結後に関しても，普通の敗戦後に関し
ても，全く等しいのである。そこで冷戦終結後に際し，それぞれの国で実
際にそうした体制の転換が行われたかどうかを吟味しなければならない。
せっかく粛清や飢饉で国民の多数を失うほどの苦難を重ねながら資本主義
と戦い続けてきたとしても，その後にこうした転換が行われなければ，冷
戦後にモンタペルティ現象が発生する余地は全くないのである。したがっ
て個々の事例に即し，実際に資本主義との戦いが終わっているかどうか，
そして現在は資本主義社会と協調しているかどうかを確かめなければなら
ない。これは決してそれほど困難な作業ではなさそうである。というのは，
資本主義との戦いの記録が残されてさえいれば，多くの場合その後の経緯
をたどることが可能だからである。また資本主義との戦いの記録が曖昧で，
その後の転換も明確ではない場合には，当然その転換の衝撃も微弱なはず
であり，モンタペルティ現象が発生する可能性も低いので，それ以上の検
討を打ち切ることが許されるであろう。
モンタペルティ現象発生の条件としてもう一つ忘れてはならないことは，
こうした転換が行われるためには国際社会の協力が欠かせない，という事
実である。この点も普通の敗戦の場合の条件がそのまま通用する。せっか
く資本主義との戦いからの転換を行っても，国際社会の反応が冷たければ，
モンタペルティ現象が発生することは不可能である。第一次世界大戦後の
ドイツは，敗戦後理想主義的で国際協調的なワイマール憲法を掲げて軍備
を縮小するなど，少なくとも憲法などから見る限り，戦前のドイツ帝国か
らの大きな転換を試みたが19)，フランス等が莫大な賠償金や領土の割譲を
求めて，ドイツに天文学的なインフレを引き起こし，戦後の生活を著しく
困難にした。恨み骨髄に徹したドイツ人たちは，ワイマール共和国が破綻
すると，戦前以上に好戦的なナチス体制を選択して第二次世界大戦を引き
起こした20)。このようにせっかく転換を決意しても，国際社会が受け入れ
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てくれなければ，重大なトラウマを残したまま，転換は中止されざるを得
ない。したがって個々の国の体制転換に対する国際社会の反応を確かめて
おかない限り，モンタペルティ現象が発生する可能性の有無は予測出来な
いのである。なお先に普通の敗戦の場合の第四，第五の条件として示した
個人の解放や鍛練に関連する項目は，いずれもモンタペルティ現象の勢い
を増進させるために重要なものではあるが，程度の差はあれ，転換が行わ
れたいかなる国でも認められるものであり，客観的に測定することが困難
なので，本章における吟味のための基本的条件からは外すことにする。以
上の考察によって，冷戦の終結に際してモンタペルティ現象が起こる可能
性を吟味するためには，普通の敗戦の場合の第一条件に当たる「軍事優先
的好戦性」の項目を,「資本主義との戦いの積極性」に改めるだけで，そ
れ以下の項目はほぼそのまま通用することが明らかになった。個人に関連
する最後の二項目を省略すると，1）資本主義との戦いの積極性，2）その
後の転換と資本主義的活動の展開，3）その転換に対する国際社会の好意
的な反応，の３点にまとめることができる。
以下，若干の異同はあるかもしれないが，東側陣営の国々について，同
陣営に参加した順番に，三つの条件の有無を個別に吟味していくことにす
る。
まず最初に吟味すべき対象は，マルクス・レーニン主義の本家本元であ
るソ連である。この国が生まれなければ，その後に東側陣営は形成されず，
冷戦も発生しなかったはずであり21)，アメリカ合衆国とともに，20世紀の
歴史に最も大きな影響を及ぼした国であることを何人も否定し得ないであ
ろう。革命の苦闘の中で，早くも1918年の半ばから戦時共産主義体制を採
用して，多くの餓死者を出しながらも，資本主義との戦いを進めたこと，
しかし生産力の低下と国民の不満による暴動は無視し得ず，レーニンがま
だ生きていた1921年から20年代の末ごろまでの時期に，ネップを採用して
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市場経済の部分的復活を許さざるを得なかったことはすでに見た。しかし
その後スターリンは1920年代の末頃から，一度は緩和した社会主義化政策
を再度強化し，アメリカ発の世界大恐慌が世界で猛威を振るっていたまさ
にその時期に，農業の集団化と五カ年計画を着々と強行した。広大な土地
と豊富な資源に恵まれたソ連は，ネップ時代の蓄積を基礎にして巨大な工
業国に変貌した。多数の反対者を粛清しつつ国営の重工業の建設を強引に
進めたことは，第二次大戦を支えるために役立ったが，国民の衣食住にき
びしいしわよせが来たことは否定できない。とりわけ農民たちの不満を無
視して建設された集団農場では，上から押し付けられた計画が創意工夫や
労働意欲を減退させ，生産性を著しく低下させた22)。以上の事実によって，
ソ連ではある時期，資本主義との激しい戦いが見られたことは確実である。
さらにソ連という国自体が，1991年ゴルバチョフ政権がクーデターをめぐ
る紛争で実権を失った後に解体し，その本体の部分はエリツィンが主導す
る，複数政党制で普通選挙による二院制議会を持つロシア連邦共和国とし
て独立し，残りの部分は14の共和国として独立した。こうした冷戦終結の
過程で，大きな転換が見られたことも確かである23)。またその変化に対し
て，アメリカを始めとする西側諸国やその他の国々は，ほぼ好意的に反応
した24)。したがってソ連の後身に当たる現在のロシア連邦共和国と残りの
14の共和国は，一応モンタペルティ現象が発生するための三条件に合致し
ていると判定できるかも知れない。しかしロシア連邦以外の小さな14の共
和国の場合，それらはかつてロシア帝国の支配または勢力下にあったため
に，ロシア本体の共産化に巻き込まれて共産化しただけなので，資本主義
との積極的な戦いという第一条件に関して，弱い点があると判断せざるを
得ないのではあるまいか。ソ連崩壊を契機に逸速く独立したという事実そ
のものが，これらの国々のかつてのソ連に対する国民感情を証明している
と言えるであろう。その上これらの国々では，国民の大半によって，冷戦
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の終結は敗北どころか支配者からの解放として受け取られている可能性が
高い。その場合，本来敗北の衝撃がもたらすはずのモンタペルティ現象が
発生することは困難である。したがって旧ソ連の後身の国々に関しては，
その本体を引き継いだロシア連邦だけが三条件に合致していると判定する
ことが妥当だと思われる25)。
続いて1924年からソ連の衛星国となったモンゴル人民共和国の場合，
1990年に人民革命党の一党独裁体制が崩壊し，複数政党制のモンゴル国に
変化したため，転換が行われたことは確実だが，何よりもまずこの国の共
産主義体制が，先に見たソ連から分裂して独立した国々の場合と同様，外
から持ちこまれたものであることを忘れてはならない。ということは，こ
の国も第一条件に合致し得ないと判定できるだろう26)。
まさにそれと同じことは，1940年代に誕生した東欧諸国の国々に関して
も言える。ソ連軍によって次々と占領され，さまざまな経緯によってマル
クス・レーニン主義に基づく一党独裁体制を採用させられ，その衛星国と
なったルーマニア，ブルガリア，ハンガリー，ポーランド，チェコスロヴ
ァキア，東ドイツなどの国々は，程度の差はあれ，いずれも資本主義に対
する戦いにあまり積極的ではなく，1953年の東ドイツの暴動，1956年のハ
ンガリー事件，1968年のプラハの春，1980年ポーランドの「連帯」結成な
ど，ソ連に抵抗する運動が次々と発生して東側陣営を震撼させ続けた27)。
元々これらの国々では，ソ連の代弁者であった指導者階層を除く一般市民
の間では，社会主義体制はソ連によって押し付けられたものだという意識
が濃厚で，とても資本主義と戦う意志などは育たなかったようである。東
ドイツ国民の多数がベルリンの壁を歓喜の声とともに崩壊させたことでも
明らかなように，一般的には東側陣営の敗北と見られている冷戦の終結も，
彼らはむしろソ連に対する勝利として受け止めていたのであり，当然敗戦
国民の悲痛な危機感よりも，戦勝国民に近い解放感をもってこれを迎えた
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はずである。だから唯一流血の惨事とともに体制の転換を行ったルーマニ
アをも含めて，国民の大半は敗戦がもたらすはずの絶望的な衝撃を受けて
おらず，そうした衝撃が与えるはずのさまざまな効果や教訓とも無縁であ
り，結果的に敗戦国民にのみ与えられるはずのモンタペルティ現象という
贈り物にあずかることはできなかったものと思われる28)。その後東ドイツ
は西ドイツと一体化し，チェコスロヴァキアはチェコとスロヴァキアに分
裂するなどさまざまな変動が見られたが，後にどの地域も EU に加盟す
ることによって，一応の安全保障と他の加盟国並の権利を確保することに
なった29)。
さらに悲惨な例がユーゴスラヴィアとアルバニアに見られる。いずれも
ソ連軍と全く無関係とまでは言えないが，主にパルチザンの力でドイツ軍
から自国を解放したという名誉ある過去を持ち，兄弟のような関係にあっ
た。だがそのためにユーゴは早くも1948年からソ連との関係がこじれ，ア
ルバニアはユーゴの圧力から逃れるためにソ連に接近した。ユーゴはチト
ーの下で一致団結して，非同盟国の一員として苦難を乗り越えたものの，
冷戦の終結とともに四分五裂し，おまけに内戦が勃発してかつての住民の
多くが犠牲になったことは周知のとおりである30)。一方アルバニアも61年
の中ソ論争では中国側についてソ連に楯つき，ソ連軍の制裁を恐れて国中
を小要塞化し国民の多くに銃を持たせるなどという危機を経験し，その後
の発展も決して順調とは言えない31)。要するに両国ともモンタペルティ現
象どころではない，というのが苦しい現状である。
続いてアジアで最も早く共産主義国家を樹立したヴェトナムの場合は，
自ら進んで社会主義体制を選んだ国であり，その後1965～75年のアメリカ
その他を相手にした南ヴェトナム解放戦争をも戦い抜いて勝利し，南北ヴ
ェトナムの統一に成功した。しかしこうした過去の栄光に縛られることな
く，1986年にドイモイ計画によって，混合経済による資本主義的市場の一
国際文化論集 №43
― ―184
部導入，国際分業への参加などの方針を決議して大胆な転換を試み，その
後この試みを着実に拡大した32)。この転換計画が国際的に受け入れられて，
効果を発揮し始めていることは確かである。冷戦終了後も，一党独裁制の
社会主義体制を堅持しているが，経済的には資本主義と和解している点で，
モンタペルティ現象の発生条件を三つとも備えた国の一つと見なすことが
可能である33)。
今さら言うまでもないが，中国はヴェトナムに劣らず，それどころかむ
しろはるかにそれを超えて，三つの基本的条件に合致している国である。
まず第一に中国はほとんど自力で共産主義革命を達成し，さらに毛沢東の
存命中は，朝鮮戦争への支援，技術的・経済的条件を無視して強行したた
めに多数の餓死者を出した「大躍進｣，そして紅衛兵を動員して一時期走
資派を圧倒した文化大革命などを通して，資本主義と勇猛果敢に戦ったこ
とは周知の通りであり34)，第一条件に見事に合致していることに疑問の余
地はあるまい。しかしその同じ中国で1976年９月に毛沢東が死去すると，
それからまだ２カ月も経たない内に文化大革命を推進した江青ら四人組が
逮捕され，翌年の５月「資本主義を歩む連中」の首領の一人として名指し
で非難され続けた小平が復位し，毛沢東没後わずか２年目の1978年12月
に，中央委員会全体会議で提起された「改革解放」路線によって，資本主
義の否定からその受容へと状況は劇的に転換された35)。中国のこうした転
換に対する国際社会の反応もきわめて好意的であり，東側陣営の亀裂を深
めるために1972年２月ニクソン大統領が訪中して数年後の国交回復への道
を開き，日本の田中角栄首相が同年９月に訪中して「台湾とパンダを交換」
するなど，すでに中国自身の転換以前から，西側諸国では中国と国交を回
復してその市場化を受け入れる動きが進んでいた36)。したがって中国こそ，
冷戦後世界においてモンタペルティ現象の恩恵に与かる可能性が最も高い
国の一つに数えることができるであろう。
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こうした中国と対照的な国家が北朝鮮である。国家統一のための朝鮮戦
争を引き起こして多数の犠牲者を出した北朝鮮は，金日成なき後金正日に
よる独裁体制が今日も堅持されている，冷戦の博物館のごとき国家である。
この国はソ連軍の占領によって建国されたという経緯を補うために，独特
の主体思想を構築して自らの体制を正当化している。したがって今日も西
側陣営との戦いは続いていて，その後の転換が行われておらず，当面モン
タペルティ現象が起きる可能性は全くない37)。ただし一度転換さえ行えば，
低賃金で良質の労働力に恵まれているために，奇跡的に発展する可能性が
あるだろう。中国は北朝鮮に対して支援を続けているが，アメリカ軍の勢
力範囲との緩衝地域を維持するという地政学的理由や，体制が崩壊して多
数の難民が自国になだれ込むのを避けたいという配慮と共に，筆者には自
らがかつての東側陣営の理念を真っ先に裏切り，資本主義との和解に踏み
切ったことに対する，中国側の後ろめたさが感じられるように思われてな
らない38)。
続いて東側諸国に加わったキューバは，状況に追い詰められたとはいえ，
自ら東側陣営に加わり，アメリカ人の資産の国有化を推進してアメリカ資
本主義の重圧と戦い続けた点で，第一条件には合致している。冷戦終結後
ソ連の経済的支援を失い，苦難の時を迎えたが，なんとか社会主義体制を
維持して今日に至っている。そして土地所有や信仰の自由を認めるなど，
近年かなりの自由化が進んでいるようだが，老齢に達した指導者の下で，
大胆な転換やそれに対する国際社会による暖かい対応などはまだ認められ
ない，というのが現状のようである39)。
ヴェトナム戦争の終了後，アメリカその他の軍隊の撤退を契機として建
国されたラオス人民革命党のラオス人民民主共和国や，クメール・ルージ
ュの民主カンボジアは，ユーゴスラヴィアやアルバニアなどと同様，一応
自国民の手で確立されたとは言え，当時の周囲の状況の圧倒的な影響の下
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で生まれたという共通性が認められる。ラオスは一党独裁制を堅持しつつ
も，1986年に市場原理を導入して早々と転換をはかっていて，西側諸国と
の関係も好転している。したがってラオスは一応三条件をクリアしている
と言えるだろう40)。一方民主カンボジアは，資本主義に対してほとんど宗
教的と言えるほど過激な戦いを展開した後に敗北した41)。ヴェトナム軍の
侵入や内戦の後に，国連監視の下で選挙を行い，立憲君主制（両院制）を
採択して，今日では復興の兆しが著しいようである。しかしポル・ポト政
権が多数の市民を殺害したことや，その後の内戦や外国の軍隊の進攻によ
る傷痕のために，仮にかつて東側陣営の一員だったと認めても，当面モン
タペルティ現象が発生する可能性はそれほど高くないものと思われる。そ
れに人口の１割前後にも及ぶ知識人や技術者や医師などの専門家階層がま
とめて虐殺された場合，当然その国の将来に対する悪影響が危惧されるの
ではないだろうか42)。
すでに記したとおり，アフリカで植民地から独立した国々は，過去資本
主義の最悪の形態である植民地主義によって深く傷付けられていて，独立
を守り近代化を推進するためには，社会主義的な一党独裁制度を採用せざ
るを得なかったという事情があった。旧フランス領コンゴから独立したコ
ンゴ共和国が，革命によって生まれ変わったコンゴ人民共和国もその一例
であったが，1991年にあっさりと国名もコンゴ共和国に戻し，一党独裁制
を複数政党制に変更している。その後に内戦が起きて収拾に苦しんだとい
う事実そのものが，この国が一時期共産主義的独裁体制を採用した理由を
示唆している。異なる習俗と言語を持ったいくつかの部族からなるこれら
の国々にとって，共産主義的独裁は資本主義との戦い以前に，国家そのも
のを存立させて近代化を進めるためにほとんど不可欠な手段だったようで
ある。しかしその体制を転換した後に内戦に悩まされたのでは，モンタペ
ルティ現象が起こる可能性は低い43)。なおその隣の旧ベルギー領コンゴは
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独立してコンゴ共和国と名乗るが，旧フランス領とは反対の方向に進み，
独裁者のモブツがザイール共和国と国名を改め,「アフリカの反共の砦」
と称して一時期西側諸国の援助を一手に集めていた44)。こうした独裁者の
存在自体が，アフリカに一党独裁体制が多数出現した理由を裏付けている
と言えよう。
ギニア共和国の場合は東側への仲間入りがわずか足掛け７年のことなの
で吟味する必要はあるまい。ソマリアも，現在は貧困のあまり海賊の跋扈
する地域になり果ててしまっている。ベナンの場合も，社会主義化した時
期が1975年と遅く，やはり部族同士の争いなどを押え込むために選ばれた
体制のようである。しかも接近した相手はソ連ではなく，文化大革命終了
前後の転換期の中国だったから，東側陣営の正式メンバーとは認め難い45)。
エチオピアに関しても，皇帝の退位と社会主義国家建設宣言が1974年の後
半で，その体制の崩壊が1991年と，一党独裁体制は短い期間の出来事であ
り，その間に行われた皇帝親子を含む数十万人の粛清などは，あくまでメ
ンギスツとその党派の権力確立のための手段であって，資本主義との戦い
の結果だとは考えられない46)。だからこれらの国々が第一条件に合致して
いるとは到底認め難い。
元はポルトガルの植民地で，1974年に宗主国で起きたカーネーション革
命を契機として独立を認められたギニア・ビサウでは親東側政権は短期間
で終わっているので，吟味する必要はなさそうである。それに対して1975
年にやはりポルトガルから独立したアンゴラとモザンビークは，いずれも
人民共和国と名乗り，東側陣営の一翼に加わったが，陣営の崩壊と前後し
て，モザンビークは90年，アンゴラは92年にただの共和国と名前を改め，
複数政党制に転換した。これらの国々は資源に恵まれ，ともに復興しつつ
あるようだが，長期にわたる内戦のために，現在モンタペルティ現象が起
こる可能性はきびしく制約されていると見なすべきであろう47)。東側陣営
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に加わるのには遅すぎる時期に建国されたエリトリアの場合は，冷戦とも
その終結とも無関係である。
アメリカ大陸の一部ニカラグァの場合も，一応79年にサンディニスタ革
命が実現されたようだが，結局反対勢力コントラを排除して一党独裁制を
確立するには至らず，一国あげて資本主義と戦う体制には至らなかったよ
うである。したがってアフリカ勢力の場合と同様，第一条件に合致してい
るとは認められない48)。さらにイエメン人民共和国のようにイスラム教徒
が国民の大半を占めている国家の場合，西欧諸国の敵だという理由で東側
陣営に接近していただけで，マルクス・レーニン主義を信奉して資本主義
と戦うなどという意志は本来それほど強くはなかったものと考えて良さそ
うである49)。アフガニスタンに誕生した民主共和国の場合は，極めて例外
的にそうした意志が感じられ，そのためにソ連が派兵したものと考えられ
るが，それに対する一般国民の反応はきわめてきびしく，タリバン政権と
いう対極にまで突っ走っている50)。したがって以上の二つの国に関しては，
改めて三条件に関する吟味を行うことなど必要なさそうである。
以上，かつて東側陣営に属していたり，接近した国の各々について，モ
ンタペルティ現象が発生するために必要だと見なされている三つの基本的
条件に合致し得るかどうかを吟味した。その結果，正式名によると，旧ソ
ヴィエト社会主義共和国連邦の後身にあたるロシア連邦共和国，ヴェトナ
ム社会主義共和国，中華人民共和国，ラオス人民民主共和国が残った。次
章では，それら４カ国の内，実際にはどの国でモンタペルティ現象が発生
しているか，それはいかなる事情と経緯によるものであるかを，くわしく
吟味，検証していくことにする。
第三章 なぜ現在中国人だけが元気なのか
私たちは前章において，冷戦後世界でモンタペルティ現象が発生するた
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めに必要だと考えられる三つの基本的条件を設定した。続いて，かつて東
側陣営に属した国々の内，それらの条件に合致する国々を選抜した。その
結果，それらの基本的条件に合致していたのは，ロシア連邦，ヴェトナム，
中国，ラオスの４カ国であった。本章ではその４カ国に関してさらにくわ
しい検討を行い，前章で推定したモンタペルティ現象の発生原理に基づい
て，冷戦後世界で現在実際に発生しているモンタペルティ現象の発生過程
を追跡する。
前章で選抜された４カ国に関して具体的に考察を行う際に，まず忘れて
はならないことは，複数の国々がモンタペルティ現象の恩恵に浴する場合
も有り得るということである。すなわち，先に挙げた４カ国すべてにこの
現象が発生することも，あり得ないわけではない。しかし，もちろんその
可能性には程度の差が存在する。本章ではそれぞれの国について，前章よ
りもくわしく吟味するが，その際の基本原理は前章のそれと同じなので，
本章で行う作業は，前章で行った吟味をさらに詳細にわたって検証するに
止まる。一般の敗戦後に発生するモンタペルティ現象の場合，それが発生
するための原動力は，敗戦前と敗戦後との間に生じる戦争に対する姿勢の
転換であった。それと同様に冷戦終結後の場合でも，やはりこの現象が発
生するためには，資本主義に対する姿勢の転換が不可欠である。この論理
に従うならば，冷戦後にこの現象が発生するためには，冷戦の進行中に資
本主義との戦いを積極果敢に実践していて，冷戦終結の過程でそうした戦
闘的な姿勢を明確かつ急激に転換して資本主義と和解し，冷戦後には国際
社会と協調して，資本主義的活動を展開しなければならない。したがって
前章の判定の際に用いた，冷戦の最中にいかに積極果敢に資本主義と戦っ
ていたかという実績の違いこそが，それぞれの国でモンタペルティが発生
する可能性の大小を左右している要素なのである。このような原理に基づ
き，上述の４カ国において資本主義との戦いぶりにどのような差が見られ
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るかを確かめる必要がある。
この点に関して，インドシナ半島の二国には他の二国に比して明らかに
不利な点があるように思われる。まずラオスに関しては，人民民主共和国
の建国がヴェトナム戦争に敗れたアメリカ軍の撤退という外的条件に影響
されている点や，その建国が1975年の12月と，他の東側諸国に較べて著し
く遅いために，1986年のチンタナカン・マイ（新経済政策）発表までの期
間がわずか約10年と極めて短いという事実によって，たとえ建国直後に国
内で相当過激な共産化が進められていたとしても，転換以前に行われた資
本主義との戦いの実績は，他の三国に比較してはるかに乏しい，と言わざ
るを得ない1)。それに対してヴェトナムの場合は，ハノイの政権の樹立は
中国よりも古く，統治期間の長さやその実績は中国に勝るとも劣らないも
のである。ただしこの国がおかれていた立地条件のために，国土を完全に
統一するまでの期間が極めて長くかかっている点が問題である。ソ連の場
合は（その後も多くの地域が併合されたとはいえ）早くも1922年，中国に
おいても1949年の時点で国土の大半を統一しているのに対し，ヴェトナム
では南北統一を実質的には1975年まで，公的には翌76年４月まで待たなけ
ればならなかった。ヴェトナムはそれまでの間確かに戦い続けていたし，
その相手は世界一の超大国アメリカが率いる連合軍であり，その戦いは考
えただけで気の遠くなるほど苛酷な戦いだったのだが，彼らが戦い続けた
相手は資本主義そのものというよりもその特殊な形態である植民地主義で
あり，同時に彼らの戦争は革命戦争というよりも，国土を統一するための
独立戦争という性格が強く，その分資本主義との戦いという意識が希薄だ
ったことは否定できないであろう。とりわけ南側の半分に関しては，76年
に統合されてからまだ日が浅く，その部分の条件はラオスとほとんど等し
いことを認めざるを得ないのではないだろうか。それだけに中ソ両国に比
較すると，この国が統一された後に全土で展開された資本主義との戦いに
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おける蓄積は小さく，中国に遅れること８年目の1986年12月に提起された，
市場経済を一部導入するドイモイ（刷新）政策が与えた衝撃も，中国の改
革解放政策などと比較すると限定的なものであったと言わざるを得ない2)。
したがってたとえこれらの国々で冷戦後にモンタペルティ現象が発生して
いるとしても，第一条件に関する蓄積が比較的小さいために，その勢いは
中ソほど大きなものにはなり得ない，と予測することができるであろう。
とは言っても，ラオスはようやく1991年以降西側諸国に門戸を開き，ヴェ
トナムはさらに遅れて1995年にアメリカと和解して西側諸国との関係を深
めつつあるというのが現状であり，転換が実行されてからまだ日が浅く，
これから発展が始まろうとしているところである3)。したがってこれら二
国に関しては，目下のところそれほど顕著なモンタペルティ現象が現れて
おらず，また先に述べた理由によって中ソ両国ほど大きな可能性があると
は思えないが，それでも（とりわけ戦争に勝ち抜いたため，アメリカとの
和解が遅れたヴェトナムでは）今後奇跡的な経済発展が発生する可能性が
ないとは言えない。
以上の二国に比較すると，中ソ両国に資本主義との戦いにおける歴史的
蓄積がはるかに大きいことは，誰の目にも明らかである。すでに前章で見
たとおり，ソ連では早くも1918年の時点で戦時共産主義体制が採用され，
直ちにに共産主義を実現する試みが行われた。しかしあまりにも過激な試
みは多数の餓死者を出して農民や水兵の反乱を招くことになり，結局レー
ニンが生きていた1921年に，市場経済を一部復活させるネップを採用せざ
るを得なかった。しかしレーニンの後継者スターリンは，1924年に一国社
会主義を打ち出した後，1929年の農業集団化の開始と第一次五カ年計画の
採択によって，再び共産化に向けて大きく進路を変えた。この時の進路変
更は，多くの反対者の粛清を伴っていたことでも有名である4)。スターリ
ンに関しては，革命の同志たちの生命など顧慮することなく，自らの信じ
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る共産主義社会実現という理想への道を突き進んだのか，それともライバ
ルを倒して自らの独裁的権力を確立するために，共産主義の理想を利用し
たのかという疑問が発生する5)。この独裁者の下でソ連の資本主義との戦
いが進められていたまさにその時期，アメリカ発の大恐慌がソ連を除く全
世界に波及したために世界の資本主義の基盤は大きく揺らぎ，その動揺の
結果として世界は第二次世界大戦へと突入した。スターリンが強引に推進
した重工業化政策が，この戦争を勝ち抜くために威力を発揮したことは否
定できない。そしてスターリンの油断や彼が行った軍部の粛清による戦力
の低下についてはきびしい批判があるものの6)，ヨーロッパでヒトラーを
ねじ伏せた主役が，スターリンの下に結束したソ連だったという事実は認
めざるを得ない。フルシチョフの個人崇拝批判などの影響で，スターリン
の死後のソ連には彼のように強力な独裁者は現れなくなったようだが，そ
の後も社会主義国家としての国民に対するきびしい統制は続いた。いずれ
にせよ，ソ連では何度か共産化に向けての資本主義との戦いが激化して，
その度に民衆が苛酷な試練に巻き込まれたことは確実である。
おそらくソ連では，第二次世界大戦に勝利したという成功体験と，東側
諸国約20カ国の盟主という名誉ある地位が，その後の体制の変化を容易に
許さなかったものと思われる。官僚社会の硬直化と経済活動の衰退が日増
しに顕著になり，国民の不満が高まっていたにもかかわらず，ソ連でこう
した状況に対する本格的な改革のメスが入れられたのは余りにも遅く，
1985年にゴルバチョフがソ連共産党書記長に就任して，ペレストロイカ
（立て直し）政策を提案するまで待たねばならなかった。それは計画経済
の限界を補うために個人営業や協同組合を認めることに始まり，国営企業
法の制定を通してソ連経済を刷新する試みにまで進んだものの，ゴルバチ
ョフには共産主義体制を抜本的に改革する意志はなく，飲酒制限政策など
によって，あくまで共産主義体制という現状の改善を目指すものであった。
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しかし国民の期待は，ゴルバチョフの意図をはるかに超えていたのであ
る7)。
すでに記した通り，クーデターの失敗によってソ連は15の共和国に分裂
し，その中心部分を引き継いだロシア連邦に人口の約半分が移行した。そ
れらの共和国にはごく一部に独裁に近い体制が残ったものの，大半は少な
くとも形式的には一院制または二院制の議会を持つ民主主義体制の国家に
生まれ変わり，それらの大半は現在ベラルーシのミンスクを首都とする独
立国家共同体 (CIS) に加盟している8)。このようにソ連は解体して，かつ
てレーニンがプロレタリアート独裁によって共産主義社会を実現するため
に採用した，共産党による一党独裁制を完全に放棄したのである。こうし
た国家の解体は当然経済危機を招いた。ソ連の本体の部分を受け継いで二
院制の民主国家に生まれ変わったロシア連邦共和国は，1990年代にインフ
レや財政危機に悩まされ続け，その窮状は世界に喧伝されて，一時はその
まま没落しかねない有り様だった。フランシス・フクヤマ著『歴史の終わ
り』9) はこうした状況を予見して，アイケンベリー著『アフター・ヴィク
トリー』10) はまさにそうした状況の最中に書かれた著書である。おそらく
当時の世界には，ロシアでモンタペルティ現象が発生する可能性など，真
面目に考えようとする人はいなかったに違いない。しかし苦境に追い込ま
れてからのロシアには，かつてヒトラーのドイツを捩じ伏せた底力でも見
たとおり，私たちの予想をはるかに越えた回復力が備わっていたのである。
世界第二位の生産量を誇る原油の急激な値上りを梃子にして，ロシア連邦
は急速に立ち直り，いまや明らかに自信を取り戻しつつある。そして中国
とともに最も有望な新興４カ国，BRICs の一角に加わり，世界の期待の
視線を集めている，と言っても過言ではないであろう11)。それに較べると，
冷戦時代の末期にジャパン・アズ・ナンバーワンと持て囃された日本12) や,
『アフター・ヴィクトリー』において1990年代の世界で「圧倒的優位を保
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っている｣13) と評価されたアメリカの経済力には，もはや昔日の輝きは見
られない。
1948～9 年に大陸の領土の大半をまとめ上げ，1949年10月中華人民共和
国の建国を宣言した毛沢東も，スターリンと同じ謎に包まれていると言え
るだろう。1949年蒋介石の国府軍を台湾に追い落として，国家の大半をま
とめあげるまでの毛沢東は，軍紀を厳しくして住民の信頼を獲得し，地主
の土地を小作人に分配する「土地革命」によって貧農層の心をつかむなど，
的確な指導によって英知に輝いているかに見えた14)。1950～60年代の日本
にも，毛沢東の信奉者が多数存在していたように思う。1950年，毛沢東が
劉少奇たちの反対を押し切って，朝鮮戦争に100万の大軍を派遣した時も，
その決断は国民にとっては苛酷なものであったが，一般的にはアジアの共
産主義のリーダーとして，やむを得ない決断だったと評価されてきた15)。
ところが1950年代の末ごろから，中国にはハエが一匹もいないとか，稲穂
の上に寝られるほど稲が密に植えられているとかいう，信じられないよう
な噂が伝わって来るようになった。どうやらそれは1958～60年に行われた
大躍進政策に関する噂だったらしい。今日残されている記録を見ると，そ
のころから毛沢東の判断力は怪しくなり，その後回復することがなかった
という印象を受ける。特に反右派闘争で反対者を一掃した後，自らが信じ
る共産主義の政策として推進した大躍進政策においては，まず全国に人民
公社を広め，ようやく自分の土地を手に入れたばかりの農民たちに集団農
業を強制した。しかも密植や深耕などという新しい手法を採用させて土地
を荒らし，大量の肥料なしでは耕作できない土地が増えた。おまけに全国
に小型熔鉱炉を建設して製鉄を試みたり，四害駆除運動によってスズメま
で撲滅するなど，次々に繰り出された政策によって国民は大損害を蒙り，
全国的に飢饉が発生して2000万～5000万人という大量の餓死者を出すに至
り，1959年毛沢東は自らの政策の失敗を認めて国家主席を辞任した16)。
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しかし1965年の前後から，毛沢東とその仲間は，当時実権を握っていた
実権派，彼らが走資派と呼んだ人々に対して戦いを開始する。演劇やエッ
セーの批判などという思わぬ分野で攻撃の火蓋が切られ，壁新聞などを通
して攻撃はあらゆる分野へと拡がった。その動きは当時軍部を率いていた
林彪によって支援され，毛沢東夫人江青らに扇動された紅衛兵が全国各地
に現れ，首都北京に招かれて毛沢東に拝謁し，走資派と呼ばれる官僚や知
識人や専門家に対して全国至るところで暴力を振るい，資本主義の残滓と
見なされたありとあらゆるものを破壊した17)。スターリンは政敵を倒すの
に秘密警察と強制収容所を用いたが，毛沢東は主に紅衛兵や人民自身を用
いて走資派と戦った，とされている18)。しかしスターリンの場合と同様，
毛沢東に関しても，彼が果して共産主義の理想のために革命の同志たちを
あのように激しく攻撃したのか，それとも権力を奪回するための口実とし
て共産主義という理想を利用したのか，という疑問が生じざるを得ない。
ともかく中国では，共産主義社会の実現のために，文化大革命という資本
主義との戦いが10年以上にわたって進められたことは事実なのである。田
野倉稔著『ファシストを演じた人々』19) は，ムッソリーニ支配下のイタリ
ア人の実態を描いた痛快な本だが，おそらく文化大革命時代の中国人の多
くも,「共産主義者を演じた人々」だったのではないだろうか。ところが
現在の中国における共産主義の元祖マルクスの人気はというと，中国社会
科学院が上からの指示で所属各研究所にマルクス主義研究センターを設け
たが，内部の反発が強くだれも研究に参加しないため，看板倒れに終わっ
ているということである｡「今さらマルクス主義とは，時代が30年前に逆
戻りする感じだ」というのが，研究者たちの感想のようだが20)，毛沢東が
聞いたら何というであろうか。
近年の評伝類によると，スターリンの一連の行動の動機は権力欲による
ところが大きいようだが，毛沢東の動機もそれに劣らず権力欲によるとこ
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ろが大きいようである21)。しかし生きていたころの二人は，少なくとも世
間一般の評価では，決してそのようには見られていなかった。スターリン
と毛沢東の死に対して，当時の世界の多くの人々がどれほど哀悼の意を表
したかは，勿論誇張されていたことは否めないが，当時の新聞を読めば明
らかである22)。そして彼らが何か他人にはない特別な信念に基づいて，他
人には見えない理想を追い求めているのではないかという幻想こそ，彼ら
のカリスマの基盤になっていたように思われる。たとえ史的唯物論の信奉
者といえども，信仰に近いものや予言の影響などとは無縁ではないはずで
ある。むしろそうした人々こそ，自分は唯物論者だという確信のために，
かえってそうした影響に対して無防備である可能性が高いのかも知れない。
筆者にはスターリンと毛沢東とそしてレーニンにも共通していたのは，共
産主義社会を待望するマルクスの言葉，特に資本主義国家の崩壊に関する
彼の予言への信仰だったのではないかと思われてならない23)。ただし毛沢
東には，中国の歴史書の耽読というもう一つの趣味があり，彼はそこから
も同時代の他の政治家たちには思いも及ばぬ発想を汲み取っていたらし
い24)。いずれにせよ毛沢東は，自分より１歳若いフルシチョフよりも，17
歳年長のスターリンをはるかに敬愛していて，1956年にフルシチョフが行
ったスターリン批判に，自分に対するあてこすりを感知して怒った形跡が
ある。これら二人のリーダーの不和のために，スターリン時代には一枚岩
の結束を誇った東側陣営も，1960年以降は中ソ対立の時代に入り，中国は
かつてソ連と争ったユーゴスラヴィアの例にならい，東側陣営から非同盟
の第三世界へと移行してしまう25)。
文化大革命の騒動を通じて，毛沢東はライバルの劉少奇を失脚させ，ふ
たたび国家の実権を掌握した。毛沢東の面白いところは，一度頂点に立っ
た途端，自分の配下にいるどのグループに対しても，はっきりと距離をお
いていたことである。彼は自分が実権を取り戻すための原動力となった妻
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の江青とそのグループをも信用しておらず，自分を崇拝する振りをして
『毛主席語録』を振り回す林彪をうさん臭く感じていたらしい26)。事実林
彪一家は，1971年９月毛沢東暗殺計画に失敗して飛行機でソ連に亡命する
途中，墜落事故を起こして死亡した。その一方で毛沢東は，江青らのグル
ープが嫌っていた周恩来を重用し続け，文化大革命がまだたけなわだった
1971年にアメリカの密使キッシンジャーの訪中と周恩来との会談を許し，
翌72年２月には資本主義の総本山アメリカ大統領ニクソンの訪中を歓迎し
て会談に応じ，自分の没後の1978年に実現するアメリカとの国交回復への
道を開いている27)。さらに毛は1973年以降走資派のナンバー２と見なされ，
有能さにかけては定評のある小平の復位をも許している。1976年，第一
次天安門事件の責任を取らされた小平が，再びほぼ完全に失脚したこと
は確かであるが，すでにそれ以前の筆頭副総理時代に，この有能な策士は
多方面の実力者との関係を深めて，失脚後に備えていたふしが伺われる28)。
こうした江青のグループと周恩来とその配下の実務家たちという二つのグ
ループへの毛沢東の対応ぶりから判断すると，結局毛沢東は二つの拮抗す
るグループに支えられて，トップに立っていたかったのだと推測せざるを
得ない。古来絶対王政の強大な権力の由来は，封建勢力と新興ブルジョワ
勢力という拮抗する勢力に対する調停者的な役割によって説明されてきた
のだが，まさにそれと同様毛沢東の権力も，自らが支援して作り出した江
青らのグループと，周恩来ら実務家のグループという二つの拮抗する勢力
に支えられていたために，その調停者的役割によってあれほど大きく見え
たのであろう29)。しかし江青らのグループの権力は，所詮若き日の毛沢東
が思い描いた幻想の上に築かれた砂上の楼閣に過ぎず，毛沢東の死と共に
消滅する運命にあった。事実毛沢東が1976年９月９日に死去すると，早く
も同年10月６日には華国鋒によって江青ら四人組の逮捕が行われ，小平
は1977年７月正式に復位した。そしてその翌年の1978年12月の中央委員会
国際文化論集 №43
― ―198
全体会議において，４つの現代化を推進するための改革解放路線が提案さ
れている。それはこれまで文化大革命が約10年にわたって攻撃し続けた資
本主義を受け入れ，国際的市場経済に参入するという試みであった30)。要
するにソ連では政治中心に改革が進められたが，途中から国家全体が崩壊
し，その中から生まれたロシア連邦は，好むと好まないにかかわらず全面
的な転換に直面せざるを得なかったのに対して，中国では共産党による一
党独裁体制を維持したまま，もっぱら経済面において改革解放を行うとい
う転換が選ばれたのである。しかし中国の改革が少なくとも資本主義に関
しては中途半端なものではなかったことは，その後中国が世界の資本に門
戸を解放し，その産業が「世界の工場」と呼ばれるまでに発展したという
事実によって明らかである31)。
以上の経過から見て，ソ連の方がより古くから資本主義と戦い続け，し
かも自らの意志で選んだというよりも予測不可能な運命に翻弄されて，よ
り徹底的な転換を体験せねばならなかったことは確かである。しかしなが
ら当面の状況に限定すると，冷戦後の世界でモンタペルティ現象が発生す
るためには，中国の方がはるかに有利な条件に恵まれていたものと考えら
れる。その第一の理由は，すでに見たとおり現在は急速に立ち直りつつあ
るとはいえ，ロシア連邦がソ連の崩壊がもたらした破壊的影響から完全に
回復していないということである。90年代にロシアを襲った経済危機と並
んで，国内に抱えていたイスラム教徒との「文明の衝突」問題が，ソ連の
崩壊を契機に一時期公然たる戦争状態を引き起こしてその後もその影響が
尾を引いていることが32)，現在のロシア連邦の順調な回復に水を差してい
る。それに加えて東欧に有していた多くの衛星国のみならず，国内に封じ
込めていたはずのバルト三国さえもが一気にロシアの勢力圏から飛び出し
て，ヨーロッパ連合 (EU) に逃げ込んだという事実や，ソ連が15の独立
国家に分裂したため，ロシア連邦自体の人口がほぼ半減しているという現
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状がある。やはり40数年にわたって世界の二大陣営の一方の旗頭であり続
けたことから生じる疲労は，今日のロシア連邦にも根強く残っており，そ
の後の転換もまだまだモンタペルティ現象の完全な開花をもたらすには至
らないのである。それに対して中国では，文化大革命が終わった後も，暴
動なら何度となく繰り返されているものの，国家の崩壊や分裂は発生しな
かった。1960年代に拡大した中ソ関係の亀裂の結果，1969年３月には珍宝
（ダマンスキー）島では武力闘争が発生しているが，こうした紛争でさえ
中国がソ連と手を切り，他の東側諸国よりも先にアメリカや日本に接近し
て，資本主義市場に参入する契機として役立ったのである33)。
第二の理由は，まさにこの転換の時期の問題である。中国はソ連よりも
30年も遅れて共産主義国家になったにもかかわらず，ソ連よりもずっと早
い1978年の時点で，公式に資本主義を受容する方針を打ち出している。し
たがって中国が資本主義と戦ったのは，わずか約30年間にすぎない。しか
しその間に激しい資本主義への攻撃を繰り返した文化大革命の約10年間が
含まれるので，中国の資本主義との戦いの歴史には，ソ連以外のどこの国
にもひけを取らないだけの蓄積がある。しかも中国においては，毛沢東の
没後わずか２年目に，資本主義に対する国の方針が大きく転換されたので
ある。もちろん改革解放の方針が提出されたからといって，直ちに国民全
体にその方針が伝わるわけではなく，資本主義化は当初少数の経済特区や
経済技術開発区などに制限されており，現在でさえ繁栄はもっぱら都市部
に限定されているようであるが，人民公社を解体して生産責任制を採用す
るなどという方針は，やはり絶対多数を占めている農民の生活に直ちに影
響するものであった34)。何よりも10年間にわたって暴風のように全国を席
捲した文化大革命の直後だけに，その根本原理が否定されたことの衝撃は
大きかったはずである。国家そのものが崩壊したソ連とは異なり，中国で
は中国共産党の一党独裁体制がそのまま維持されていたのだが，そうした
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状況は少なくともこの時点においては，人々の視点を経済，特に資本主義
にいかに対処すべきかという一点に絞らせたため，かえってこの転換が強
い衝撃を与えた可能性が大きい35)。このように中国はソ連と争っていたお
かげで，東側陣営に属していたどの国も実行できなかった大転換を，1978
年という早い時期に実行することができたのである。それに対してソ連で
は，主に30年代にスターリンが農業集団化や五カ年計画を強行して共産化
を推進したが，それは何といっても第二次大戦以前のことであり，すでに
その時の犠牲者たちは運良く粛清を免れて生き延びた場合でさえもとっく
に他界していて，その記憶も半ば伝説と化していたために，そのことと
1991年にソ連が崩壊して翌92年の元日にロシア連邦が誕生したこととの間
には，ほとんど何の関連も認められることはなかったはずである36)。もち
ろんロシアの場合でも，一党独裁で秘密警察が跳梁跋扈する共産主義体制
から，二院制の民主主義体制に転換したことは，大きな衝撃をもたらした
はずだが，敗戦を伴うことなくクーデターの失敗から生じたあまりにも大
きな変化は，国民の大多数によって単なる体制の転換というよりも，運命
のいたずらとして受け取られていた可能性が高い。中国の場合のようにつ
い最近まで紅衛兵や造反のデモ隊の暴力的な騒動によって無理矢理強制さ
れてきた資本主義との戦いが，一片の提案によって否定されてしまうとい
う異変に較べると，冷戦中と冷戦後の落差から生じる影響力は，少なくと
もその当座に限った場合，はるかに小さかったはずである37)。しかもソ連
の転換は，中国に比べて10数年も遅れて実現しており，現在ようやくその
効果が現れはじめたばかりなので，まだソ連でモンタペルティ現象が発生
していなくとも当然なのである。
第三の理由は，中国にはこの転換をロシア連邦よりもはるかにドラマチ
ックにする原因が存在していたことである。それは今さらいうまでもなく
毛沢東の存在である。中国共産党において，毛沢東はソ連のレーニンとス
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ターリンの役割を一身に兼ねていた，と言えるであろう。なぜならレーニ
ンのように共産党による一党独裁国家を建設し，ソ連とは異なる方式によ
ってではあるが，体制の批判者を処罰するシステムを発明した後に，スタ
ーリンと同様農業集団化や工業の国有化によって共産化を推進したからで
ある。レーニンの戦時共産主義の試みと同様，毛沢東の大躍進政策は国家
に多大の損害を与え，多くの餓死者を出すという惨状をもたらし，毛沢東
は一度は実権を部下たちに譲ったが，1965年前後から江青や林彪たちの支
持を受けて実権を取り戻し，約10年間にわたって文化大革命を推進した。
その期間中に各地で武闘が発生し，1967年の７月の武漢事件では毛沢東自
身上海に逃れねばならなかったし，獄死した劉少奇を始め，その犠牲者は
数百万人から一千万人にのぼるとされている38)。1966～8 年にかけて全国
で猛威を振るった紅衛兵運動も，コントロールが困難になることを恐れた
指導部の指示で労働者思想宣伝隊が北京のすべての大学に派遣されたため
に，1968年９月には消滅した。さらに同年12月毛沢東が発表した「知識青
年の上山下郷に関する指示」によって，都会の高校生，中学生たちは農村
で貧しい農民から再教育を受けるという方針が宣言された。その後10年間
にわたってこの方針は実行され，参加者は1600万人余に上ったとされてい
る39)。彼らには通常高等教育を受ける機会が与えられず，機械化の進まぬ
農村で肉体労働に従事する生活が待っていて，しかも彼らは多くの場合単
なる足手まといにすぎず，農民にとっては決して歓迎すべき存在ではなか
ったらしい。だからごくわずかな例外を除くと，都会生活に復帰すること
が彼らにとって最大の目標とならざるを得なかった40)。このように毛沢東
とは自分が夢見る共産主義社会というユートピア建設のために，国民に容
赦なき試練を与え続けた鬼神のごとき存在であり，おそらくその時点では
誰も口に出しては言えなかったはずだが，その死は国民全体にとってまさ
に一つの解放であった。さらにそれからわずか１カ月も経たない内に，文
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化大革命を推進した毛沢東の妻江青らの４人組が逮捕されて完全に失脚し
たことが，時代の変化を確認するのに役立ったはずである41)。こうした毛
沢東関連の二つの大事件の２年後に提起された改革・解放の方針は，あら
ゆる面で当時の状況を一変させる転換として，中国人たちに受け入れられ
たはずである42)。さらにその翌年の1979年に「一人っ子政策」が企画され，
80年代に実施されたことも，こうした転換の一部として受け取られ，国民
は時代が変わったことを改めて肝に銘じたはずである43)。ソ連では体制の
転換に際し，毛沢東の死と江青らの逮捕に匹敵するほど強烈な印象を与え
る事件は起こらなかった。ソ連崩壊の契機となったクーデターでさえも未
遂に終わっており，元来影が薄かった首謀者のヤナーエフは逮捕されたも
のの，わずか３年後に恩赦決議によって釈放されている。対するエリツィ
ンも酔っ払いの老人に過ぎなかった44)。これがスターリンの時代だったら
どれほど大量の血の雨が降ったことであろうか。全く信じ難いばかりのロ
シアの変わりぶりだが，かつて粛清が相次いだソ連としてはまことにあっ
けない幕切れであった45)。その分独裁者毛沢東の死とその妻の逮捕（後に
自殺）ほどには，体制の転換ぶりを天下に告知する力は乏しかったはずで
である。おそらく中ソ研究の専門家であれば，中国人の方が元気であると
いう現状について，さらに多くの，そしてさらに重要な理由を指摘できる
はずである。少なくとも現時点においては，経済活動において中国の方が
ソ連よりも活気に充ちているという判定を否定する人はいないであろう46)。
1978年の改革解放政策決定後，中国は西側諸国との関係を改善し，外国資
本と資本主義のノウハウを積極的に受容して，勿論試行錯誤を繰り返しな
がらではあるが，経済的にはその後ほぼ一貫して右肩上がりの順調な発展
を遂げており，とっくにモンタペルティ現象が開花していると言っても過
言ではあるまい47)。いわば中国とは，逸速く東側陣営から飛び出して，独
立独歩，大転換をやってのけることに成功し，将来は分からないにせよ，
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今のところは冷戦終結後に生じたモンタペルティ現象を独占している，世
界中で唯一の国なのである。おそらくこれこそ現在中国人だけが際立って
元気に見える理由なのである。たとえその繁栄に与かる人がごく一部だと
しても，その膨大な人口から考えて，私たちは世界史上最大規模のモンタ
ペルティ現象を目の当りにしているのである。ただし筆者は，ソ連やヴェ
トナムやラオスにも，そしてそれ以外のいくつかの東側諸国にも，将来モ
ンタペルティ現象が発生する可能性がないとは断定できないことを，あわ
せて記しておきたいと思う。
だがその一方で，かつておよそ20もの国々が東側陣営に属していながら，
目下その内のただ一国だけにしかモンタペルティ現象が発生していないと
いう現実も無視できないはずである。このことは，古来この開放・発展型
のモンタペルティ現象がいかにまれにしか起こらないかという理由を説明
するためのヒントを与えてくれる。すでに見た通り，戦争における敗戦の
場合も，イデオロギーの戦いにおける敗北の場合も，モンタペルティ現象
が発生するためには，両立することが困難ないくつかの条件に合致する必
要があり，さらにさまざまな個別的状況によって支えられることが望まし
いのであるが，そうした要件をことごとくクリアーすることは至難の技で
あるために，開放・発展型のモンタペルティ現象は，歴史上ごく稀にしか
発生しないのであろう。
なお前章の吟味の際には客観的に適用することが困難なので省略したが，
筆者が吟味に利用した三条件の他に，個人に関連する二つの条件が存在し
た。それは 4）その転換が個人を解放すること，および 5）敗戦（冷戦終
結後の場合は国家が信奉するイデオロギーの転換）体験が個人を鍛えるこ
と，の二項目であった。それでは今日モンタペルティ現象が発生している
と判定された中国の場合，これらの条件にも合致しているであろうか。勿
論今さら検討する必要がないほど，現在の中国はこれらの条件に合致して
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いるといえるであろう。改革解放政策の結果，突然多くの中国人が外国に
進出し始めた。たとえば『世界統計白書』に掲載された2005年度の各国の
留学生・外国人学生の出身地別割合の表を一瞥しただけでも，そのことは
明白過ぎるほど明らかである。アメリカの場合15.7％（２位はインドの
14.2％，日本は7.5％)，イギリスでは16.5％（２位はギリシャの6.2％，日
本は1.9％)，ドイツでは11.9％（２位はポーランドの6.4％，日本は1.0％)，
フランスでは6.1％（２位は1.5％のスペイン，日本は0.9％）と，いわゆる
主要な先進国における外国人留学生のシェアの首位を独占しており，勿論
日本でも66.1％と２位韓国の17.9％をはるかに引き離していて，その韓国
においても65.1％と２位日本の7.1％以下とは比較にならない多数を占め
ているのである。これは５年前の統計であるが，現在も世界には中国人留
学生が溢れているといっても過言ではあるまい48)。留学生のみならず一般
人も中国人の移住者が極めて多数であることは，ヨーロッパやアメリカの
みなららず，日本の各都市で目にする通りである。転換以前の中国では，
他の共産圏の国々同様，外国に移住することがきわめて困難であった。
5）に関しては，文化大革命が貧しい農民に教えを乞うという毛沢東の
理念に基づいて，下放という方式で多数の知識人や学生たちを農村に送り
込んだことが，まさにそうした試練に当たるであろう。ユン・チアン著
『ワイルド・スワン』49) は，女性三代の苦闘を描いた記録であるが，三代
目にあたる著者自身の回想として，思想改造のためヒマラヤの麓の山村に
送りこまれ，はだしの医者まで体験した一少女の文化大革命の現実が描か
れている。著者の父親が共産党の幹部でありながら，文化大革命の最中に
毛沢東を名指しで批判したために，彼自身は失脚して再教育を課せられ，
彼の一家はこうした苛酷な試練を与えられたのである。チアンは後に英国
に留学してこの記録を残しただけでなく，ハリデイとの共著で毛沢東の伝
記『マオ』50) を書き残して，父の復讐を行っている。彼女の場合ほど極端
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ではなくとも，多くの知識人には似たような運命が待っていたらしい｡
『毛沢東の私生活』51) を書いた毛沢東の侍医李志綏のような人でさえ，時
おり工場や農村に送られて労働に従事させられていた。残されている写真
を見るかぎり，毛沢東のかたわらで常に意気軒高な微笑を浮かべているこ
の医師でさえ，晩年の毛沢東には相当辟易させられていたようである。も
ちろんこうした体験は人の生命を奪うこともあったが，生き抜いた人々に
とっては掛け替えのない試練となった。たとえば次期の中国のトップを占
めるはずの習近平が，幼いころ父が失脚したため農村に下放され，若くし
て村のリーダーとなったエピソードが最近の新聞の紙面を賑わしていた52)。
あるいは外国人で初めて芥川賞を受賞した楊逸も，父親の下放体験がなけ
れば，そのような運命には巡りあわなかったことであろう53)。こうした事
例から見るかぎり，文化大革命とはまさに一種の戦争であり，戦争に勝る
とも劣らぬ訓練の機能を発揮していたことは確かである。このように中国
は，個人に関する二条件にもしっかりと合致していることは確実である。
ところでもう一つ確認しておくべきことは，敗戦後に生じる普通のモン
タペルティ現象と，冷戦終結がもたらしたモンタペルティ現象との違いで
ある。残念ながら冷戦終結は，普通の敗戦がもたらす好ましい効果を十分
にもたらしてくれないことを私達は肝に銘じておかなければならない。敗
戦は前章で見たとおり，多くの悲惨な現実をもたらしはするものの，同時
に人類社会に幸福をもたらす多くの可能性をも含んでいた。まず何よりも
当該の戦争状態を終わらせて平和をもたらすだけではなく，うまくいけば
その後の戦争をも予防してくれるという効果が期待できた。ところが冷戦
終結の結果として発生したモンタペルティ現象にはそうした平和関連の効
果が全く期待できないことが，悲しむべき現実なのである。これまで私が
指摘してきた二つのモンタペルティ現象の場合は，中世のフィレンツェや
シエナ，現代の日独伊三国を立派な，あるいは立派すぎるほどの平和国家
国際文化論集 №43
― ―206
に変身させた。ところが冷戦終結後のモンタペルティ現象は，平和に関し
ては全く貢献していないと言わざるをえないのではないだろうか。モンタ
ペルティ現象によって経済力を高めた中国は年々軍事費を膨張させ，周辺
の国々との間でトラブルを引き起こし，もっぱら恫喝することでこれを切
り抜けようとしている。せっかく充実させた経済力も，自らの独裁権力の
安定と勢力圏の拡大にのみ傾注している。しかし今日の中国の繁栄をモン
タペルティ現象と見なすならば，そのような状態は永遠に続くわけではな
く，文化大革命という試練を受けた個人が解放という潮流に乗って発展を
続ける時間もそう長くは続かないはずである。とりわけ一人っ子政策によ
って創られた小皇帝たちの時代54) には，個人の人権の重みが増して，今日
のような独裁体制を維持することがさらに困難になるはずである。モンタ
ペルティ現象による繁栄には終わりがあることを知るには，日本の例を見
るだけで十分だろう。現在中国の指導者たちはそれほど時間が残されてい
ないことを肝に銘じて，経済力に余裕のある間に，国民の希望を汲み上げ
少しでも多く実現できるような体制を建設するために，せめてロシア連邦
並の民主主義体制に転換するために努力すべきである。
まとめ
これまで三つの章を通して，冷戦後世界に生じていると予想されるモン
タペルティ現象について考察してきたが，このあたりでその経過をまとめ，
結論を記しておかなければならない。本論は，まず「はじめに」において，
どのような方法で冷戦後世界のモンタペルティ現象を考察するかについて
予告した。
第一章では，東側陣営に属したとされているおよそ20カ国の各々につい
て，それらがそのような体制を選ぶに至った経緯を個別に概観し，それぞ
れの国の特性を明らかにすることによって，続く第二章で行う吟味と選抜
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のための基盤を用意した。
第二章では，まずモンタペルティ現象自体に考察を戻し，敗戦が国民に
与えると思われるプラスの影響を列挙して，その効果がさらに広汎である
可能性があることと共に，本論では「開放・発展型のモンタペルティ現象」
に関してのみ考察することをも明らかにした。この型のモンタペルティ現
象が発生するために必要な条件について考察した結果，それは 1）敗戦以
前には軍事優先の好戦的な国家だったこと，2）敗戦によってそうした体
制を転換し，国際社会と協調的な関係を保つに至ったこと，3）国際社会
がその転換を好意的に受け入れたこと，4）そうした転換が個人の解放に
結びついたこと，5）敗戦体験が国民の個々人を鍛えたこと，の５つに集
約できるという結論に達した。
もちろん冷戦の終結と敗戦とでは事情が異なる。以上の５条件を冷戦後
に適用するためには，いくつかの条件を修正しなければならない。まず東
側諸国がいずれもマルクス・レーニン主義を信奉して資本主義からの脱却
を志向していたという事実に基づき,「軍事優先主義的好戦性」という第
一条件を,「資本主義との戦いにおける積極性」に修正することが不可欠
であり，また国民の個々人に関する二つの条件はあらゆる国に起こり得る
とともに比較が困難なので省略することにして，冷戦後世界でモンタペル
ティ現象が発生するための条件として，1）資本主義との戦いにおける積
極性，2）その方針の転換と資本主義社会への積極的な関与，3）国際社会
によるその転換の容認の３条件を決定した。
つづいて第一章でおこなった東側陣営の形成過程の概観に基づき，それ
らおよそ20カ国のそれぞれに関して，以上の３条件に合致しているか否か
を吟味した。その結果３条件すべてに合致するのは，ソ連の崩壊後にその
本体の半分を引き継いだロシア連邦，中国，ヴェトナム，ラオスの４カ国
に過ぎないという結論に達した。
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第三章では，前章で選ばれた４カ国それぞれについて，個々の事情を考
慮しながらさらに詳細な吟味を行い，まず資本主義との戦いという点で，
ラオスは転換までの期間が短いこと，ヴェトナムに関しても，南半分には
同様の事情があることと，さらに両国とも資本主義社会に開かれるのが遅
かったことなどの理由で，現在のところモンタペルティ現象が発生してい
る可能性は比較的低いと判定した。残る二国の内で，ロシアはソ連崩壊の
ダメージから完全に立ち直っていないなどの理由で，やはりその可能性は
比較的低いのに対し，文化大革命という10年にわたる資本主義との戦いの
記憶の生々しい中国こそ，1978年という早い時期に始められた「改革・開
放」政策による転換のエネルギーは膨大なものであり，イデオロギー戦争
という特殊な戦いの敗戦だとは言え，私たちが目のあたりにしているのは
人類史上最大規模のモンタペルティ現象であるという結論に達した。
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生，ローマ人の物語Ⅱ ハンニバル戦記，東京 (新潮社) 1993その他。日米
経済摩擦をめぐる危機感に基づいて，カルタゴ側から記されたのは，森本哲
郎，ある通商国家の興亡 カルタゴの遺書，京都 (PHP研究所) 1989，
特に189206ページの「奇跡の経済復興｣。
3) ソ連とモンゴル，東欧諸国やアフリカの国々では体制が転換したが，中国，
ヴェトナム，北朝鮮，ラオス，キューバなどでは一党独裁体制がそのまま続
いている。
4) 塩川伸明,《20世紀史》を考える，東京 (勁草書房) 2004，第Ⅱ篇，５社
会主義 その栄光と悲惨，の注(11)に，旧ユーゴスラヴィアや旧ソ連で発
生した流血の紛争は民族紛争であり,「体制転換それ自体が大規模な衝突と
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流血を伴ったのは，ルーマニアだけといってよい」と記されている。
5) まさにこうした事態を予言した著書が，サミュエル・ハンチントン著，鈴
木主税訳，文明の衝突，東京（集英社）1998であった。
6) アジアでは広い地域が植民地化もしくは半植民地化していたために，独立
を達成するためにはまず外国の軍隊と戦うことが不可避であった。
7) 東側陣営といってもその性格は様ざまであり，東欧とアジアとでは性格が
大きく異なっていたことは，冷戦後の運命にも大きく影響している。
8) このことについて私はすでにこれまで何度も指摘してきたが，その一例は，
拙稿,「モンタペルティ現象」試論,『国際文化論集』第39号，大阪 (桃山学
院大学総合研究所) 2009，1789 ページに見られる。
9)「冷戦」という言葉は，1988年版の平凡社,『世界大百科事典』，第30巻,
86ページによると，国際連合原子力委員会アメリカ代表 B. M. バルークが
1947年の講演で用いた時から，あるいは同年の後半に W. リップマンがアメ
リカ外交を批判した書物の標題に用いた時から一般化したとされている。
第一章
1) レンツォ・デ・フェリーチェ著，藤沢・本川訳，ファシズム論，東京（平
凡社）1973，30ページ，注23，でデ・フェリーチェは「私見によれば，両国
とも正確な意味でのファシズムがあったとは考えられない」と記している。
もちろんそのまま受容すべきだというわけではないが，戦後の一時期のよう
に保守勢力を安易にファシストと見なすことは許されないであろう。
2) そのための機関として，1947年に設立され56年まで存続したコミンフォル
ムが存在し，日本共産党の党内論争に介入したこともあった。
3) たとえば M. L. ドックリル・M. F. ホプキンス共著，伊藤裕子訳，冷戦
19451991，の「はじめに」および参考文献には，冷戦に対する様ざまな見
方が簡潔に紹介されている。
4) 1949年に刊行された，ビッグ・ブラザーという神挌化された独裁者の支配
が貫徹している，全体主義国家の悪夢のような状態を描いた逆ユートピア小
説。なおオーウェルに関する記述は，1988年版の平凡社,『世界大百科事典』，
第４巻，16ページの「オーウェル」の項による。以下の『世界大百科事典』
からの引用は，同じ版のものである。
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5) J. L. ガディス著，河合・鈴木共訳，冷戦 その歴史と問題点，東京 (彩
流社) 2007。
6) 同上，911ページ。
7) 以下のレーニンに関する記述は，主に H・カレール＝ダンコース著，石
崎・東松訳，レーニンとはなんだったか，東京 (藤原書店) 2006，に負うて
いる。
8) 同上，359373ページ。1917年11月26日の憲法制定会議の議員を決める選
挙では，社会革命党が1700万票で全体の40％獲得したのに対し，ボリシェヴ
ィキは1000万票そこそこ，24％しか獲得できず，全702議席中社会革命党が
419議席，60％を占めたのに対し，ボリシェヴィキは168議席，それに社会革
命党左派の40議席を加えても208議席に過ぎず，全議席の３分の１以下の少
数派に過ぎなかったが，レーニンはこうした国民の意志を無視して，第三回
労働者・兵士ソヴィエト大会を真の人民議会だと見なした。
9) 同上，434ページ。レーニンがマルクスの暴力革命思想に心酔していたこ
とを証言している箇所は他にも多い。
10) 同上，390ページ以下。さらにサイモン・セバーク・モンテフィオーリ著，
染谷徹訳，スターリン 赤い皇帝と廷臣たち，上・下，東京 (白水社) 2010
や亀山郁夫著，大審問官スターリン，東京 (小学館) 2006など，あるいはソ
ルジェニツィンや米原万里の小説は，秘密警察の恐怖の証言である。
11) カレール＝ダンコース，前掲書，424ページ以下，および『世界大百科事
典』，第16巻，79ページの「戦時共産主義」の項参照。
12) カレール＝ダンコース，前掲書，548ページ以下，および『世界大百科事
典』，第22巻，72ページの「ネップ」の項参照。
13) 同上の「ネップ」の項による。
14) カレール＝ダンコース，前掲書，599ページで示されたレーニンの覚え書
参照。
15) 亀山郁夫，前掲書，第Ⅰ章，22ページ以下の「レーニン葬」の節参照。
16) ウィキペディアの「スターリン批判」の項によると，1987年11月，在任中
のゴルバチョフが，ロシア革命70周年記念式典の際にスターリンを批判し，
スターリン主義の元凶としてレーニンをも批判したとされているので，ソ連
ではこの頃までレーニンは公式には批判されていなかったもののようである。
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カレール＝ダンコースは，前掲書の434435ページにおいて，レーニンがロ
マノフ一家の皆殺しを隠そうとしたこととともに，赤色テロルを何度も指示
しておきながら，彼の指示の大部分は隠密裡に行われるという陰険な態度を
取り続けた結果,「善良なレーニン」の神話が形成され始めたことをも指摘
している。
17) ただしレーニンの時代には革命戦争が行われていて，赤色テロルもそうし
た戦いの一部であったという事実は無視できない。レーニン自身も銃撃を受
け，暗殺寸前の目にあっていた。またレーニンの時代には党内で議論が可能
だつたが，スターリンの時代が進むと自由な議論は不可能になった。
18) 1956年に２月，第20回党大会でソ連共産党第一書記のフルシチョフが行っ
た秘密報告の中で，1934年第17回党大会で選出された中央委員，同候補139
人の内，70％にあたる98名が主に大粛清の際に処刑され，また同大会の全代
議員1966名の内1108名が同様の運命をたどったことと，彼らに科せられた
「反革命」の罪状は，その大半が濡れ衣だったことが暴露されている。
19) フランソワ・フュレ著，楠瀬正浩訳，幻想の過去 20世紀の全体主義，東
京 (バジリコ) 2007，212ページ以下。
20) 同上，200207ページおよび213ページ。
21) 同上，231ページ以下｡『世界大百科事典』，第16巻，576577ページ，の
「大恐慌」の項。
22) 同上，576ページ。および木村靖二編, ドイツ史, 東京 (山川出版社) 2001，
303ページ以下に大恐慌時代のドイツが描かれる。
23) ムッソリーニとヒトラーの関係は，アンドレ・フランソワ＝ポンセ著，大
久保昭男訳，ヒトラー＝ムッソリーニ秘密往復書簡，東京 (草思社) 1996，
におけるポンセの解説で紹介されている。
24) フランソワ・フュレ著，大津真作訳，フランス革命を考える，東京 (岩波
書店) 2000，およびその訳者あとがきで，フュレのフランス革命研究が紹介
されている。なお本論では以後この著作を引用しないので，フュレの前掲書
とは注19)の著書を指している。
25) フュレ，前掲書，4849ページ。
26) そうした一例として，フュレ，前掲書，217220ページに，パナイト・イ
ストラーティ，ヴィクトル・セルジュ，ボリス・スヴァーリンらが1929年に
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パリで出版したソ連告発の三部構成の書物が，読者として期待されていた左
翼の大衆から完全に無視されたことが記されている。
27) フュレ，前掲書の369393ページ (第７章，Ⅳ節) は，スペイン市民戦争
を扱う。
28) 以下の特に年月に関する記述は，主に『世界大百科事典』，第17巻，4656
ページの「第二次世界大戦」の項に負うている。同，4753ページ。
29) 同上，5253ページ。
30) この時のソ連は独ソ不可侵条約の秘密議定書によって行動しており，ドイ
ツの共犯者に近かった。
31) 注28)，54ページ。
32) 同。およびシモーナ・コラリーツィ著，村上信一郎監訳，橋本勝雄訳，イ
タリア20世紀史 熱狂と恐怖と希望の100年，名古屋（名古屋大学出版会）
2010，第６章，207ページ以下。
33) 注28)，54ページ。
34) 同上。この作戦については，アンドリュー・ナゴルスキ著，津守滋監訳，
津守京子訳，モスクワ攻防戦 20世紀を決した史上最大の戦闘，東京 (作品
社) 2010，がくわしく，なぜヒトラーの二正面作戦にドイツの軍部が反対で
きなかったのか，についても言及されている。またリデル・ハート著，岡本
訳，ナチス・ドイツ軍の内幕，を出典とする，ドイツ軍の有力な敗因の一つ
をロシアの道路事情の極端な悪さに求めた説などが興味深く，かつ参考にな
るものと思われる。なおフルシチョフのスターリン批判の秘密報告の一項目
に，スターリンが油断していて戦争の準備を怠ったことと優秀な軍人を多数
粛清したために，大祖国戦争の緒戦でソ連が苦境に立ったことが挙げられて
いる。
35) 注28)，54ページ以下。
36) この奇襲攻撃がアメリカの世論をまとめるのに絶大な効果があったことは
確かである。そのためルーズヴェルトは日本軍の奇襲を知りながら放置した
とする陰謀説が根強く語られているが，アメリカにとってはドイツの同盟国
である日本からの挑戦だけで，アメリカ自体が参戦せざるを得ないはずだか
ら，ハワイにいるアメリカ海軍を犠牲にしてまで，それ以上の効果を求める
必要はなかったのではないだろうか。
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37) 宮地正人編，日本史，東京 (山川出版社) 2008，480482ページ。
38)『世界大百科事典』の第15巻，58ページの「スターリングラード攻防戦」
の項。
39) コラリーツィ，前掲書，第６章，ファシズムの崩壊，225ページ以下。
40)『世界大百科事典』の第22巻，272ページの「ノルマンディー上陸作戦」の
項。
41) 山上正太郎著，冷たい戦争 歴史・人間・運命，東京 (文元社) 2003，に
よると，1942年８月，イギリス・カナダ連合軍が北フランスのディエップを
襲撃して失敗，多数の犠牲者を出した事件は，大陸反攻には周到，甚大な準
備を要することをイギリスに認識させた。そのためノルマンディー上陸作戦
は一年前から準備されていたという。こうして東部戦線が敗れ，西部に第二
戦線が結成されると，ドイツにはもはや勝利の可能性は完全に失われ，敗北
は時間の問題になったのである｡『世界大百科事典』，第23巻，5589 ページ
の ｢ヒトラー｣ の項と同，第19巻, 182ページの ｢デーニッツ｣ の項｡
42) 日本の場合も敗北は完全に時間の問題となっていたので，降伏が遅れた分
損害が大きくなった。
43) ガディス，前掲書，18ページ。
44) 同上，21ページ。
45) 以上の記述のために，山川出版社の世界現代史の第24巻，第26巻，第27巻
として刊行された，木戸蓊著，バルカン現代史，東京 1977，矢田俊隆著，
ハンガリー チェコス ロヴァキア現代史，東京 1978，および伊東孝之著，
ポーランド現代史，東京 1988の巻末年表を利用した。
46) ヒトラーとナチス・ドイツは，アーリア人種の優越性を説いたアルフレー
ト・ローゼンベルクの著書『20世紀の神話』(1930) に影響されていたとさ
れている。そしてナチズムはドイツ人のためだけの党派であった。だからも
し世界大戦に勝てたとしても，その後に覇権争いが待っていることは明らか
だった。日本人やイタリア人がナチズムと同盟できたということは，日本も
イタリアも，当面の状況を打開することしか頭になかったことを意味してい
る。
47) ヴォイチェフ・マストニー著，秋野・広瀬訳，戦後政治史とスターリン
冷戦とは何だったのか，東京 (柏書房) 2000，はその終章の冒頭 (282ペー
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ジ) で,「安全保障が脅かされているというスターリンの認識こそ，冷戦を
生み出した原因であった」と断言している。
48) 伊東，前掲書，Ⅴ 生き残りのための戦い，170171ページ，の「カティン
事件」の節では責任者は不明のままとされているが，伊東・井内・中井編，
ポーランド・ウクライナ・バルト史，東京 (山川出版社) 1998，269270ペ
ージおよび401ページに，ソ連はドイツ軍の仕業だとしていたが，ヤルゼル
スキがゴルバチョフにソ連の責任だと認めさせたことが記されている。すな
わち1989年，ソ連の学者がスターリンの虐殺命令の存在を明らかにし，1990
年にゴルバチョフがソ連軍の仕業であることを認め，2010年４月ロシア連邦
首相のプーチンが慰霊塔の前にひざまずいた。なお虐殺されたポーランド軍
人の数は数千に止まらず約２万５千だとされている。
49) 伊東，前掲書，Ⅴ，173ページ以下による。
50) 伊東，前掲書，Ⅵ，178206ページ。
51) ガディス，前掲書，第３章，127128ページ，134137ページ。マストニー，
前掲書，第３章 大失策，7295ページ。
52)「世界大百科事典｣，第28巻，315316ページによると，1911年の辛亥革命
を機に清の領土だった外蒙古に独立運動が起こり，ロシア帝国の支援を得て
自治権を得たが，ロシア帝国の崩壊後ソ連の内戦に巻き込まれ，さらに中国
側が自治権を撤回したため，1921年にソ連の支援を受けて活仏を元首として
独立，活仏の死後体制を社会主義国に改めた。
53) 木戸，前掲書，330335ページ，342344ページ，348353ページ参照。
54) 同上，335336ページ，355357ページ，358361ページ。同書の巻末年表
22ページによると，1944年５月にホジャが率いる反ファシズムの臨時政府を
樹立していたこの国は，ユーゴにもソ連にも従属することを望まなかった。
55) 下斗米伸夫著，アジア冷戦史，東京 (中央公論社) 2004，1718ページ。
56) 同上，2122ページ。ガディス，前掲書，34ページ。
57) ガディス，前掲書，4143ページ。
58) 同上，115ページ，118ページ。
59) 同上，4244ページ。
60) アメリカは日本と韓国のためにも，1947年度から50年度にかけて，政府の
予算で資金を供給し，それはガリオア・エロア資金と呼ばれた。日本あての
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分は，当初は贈与とされたが，後に債務とされ返済交渉は1961年に妥結した。
61) 伊東，前掲書，および矢田，前掲書の各年表の1947年の部分参照。
62) ガディス，前掲書，4647ページ。および『世界大百科事典』第21巻，
134135ページ，の「ナトー NATO」の項。
63)『世界大百科事典』，第30巻，618ページ,「ワルシャワ条約機構」の項。
64) W. H. マクニール著，増田・佐々木訳，世界史，東京 (中央公論新社)
2001，622633ページの「1945年以後に独立した国」の地図参照。フィリピ
ン 1946，インド 1947，パキスタン 1947，スリランカ 1947，ミャンマー
1948，インドネシア 1949，ラオス 1954，カンボジア 1954など。この地図
には南北ヴェトナムと韓国と北朝鮮の独立は記されていない。
65)『世界大百科事典』，第25巻，521ページ以下の「ベトナム」の項，特に523
ページ。
66) 下斗米伸夫，前掲書，第二章 中国革命と中ソ同盟 (1949－60)，3561ペ
ージ。
67) 同上，3646ページ。ソ連は中国東北部を除いては，実質大した支援をし
ていない。
68) フィリップ・ショート著，山形浩生・守岡桜訳，毛沢東 ある人生 下，
東京 (白水社) 2010，88ページ。
69) 下斗米，前掲書，54ページ以下の記述に従うと，中国共産党が直ちに台湾
に進攻しなかった最大の原因は，アメリカとの全面対決から第三次世界大戦
が起こることを心配したスターリンの同意とソ連の軍事援助の約束が得られ
なかったためだという印象を受ける｡『世界大百科事典』，第18巻，239241
ページの「中国国民党」の項，特に241ページ。その後間もなく朝鮮戦争が
始まった。
70) ガディス，前掲書，4950ページ。
71) ショート，前掲書，下，9195ページ。
72) ガディス，前掲書，53ページ以下。
73) 下斗米，前掲書，7374ページ。
74) 同上，7779ページ。
75) ガディス，前掲書，5457ページ。ただし57ページは朝鮮戦争 (1950
1953) の地図。
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76) 同上，56ページ。
77) 同上，56ページ以下。下斗米，前掲書，81ページ以下。ショート，前掲書，
97ページ以下。100ページに,「十月四日に政治局が一堂に会したが，大半は
毛の意見に反対だった」とある。
78) 下斗米，前掲書，8283ページ。
79) 同上，82ページに「ロシア史料では北朝鮮，中国の死傷者の被害は200－
400万人，韓国40万人，米国14万人といわれる」とある。他にもアメリカの
専門家オーバードーファーが推定した数字なども紹介されているが省略する。
ともかく民間人の犠牲者の正確な数字を把握することは不可能であるらしい。
三野・田岡・深川著，20世紀の戦争，東京 (朝日ソノラマ) 1995，の「朝鮮
戦争」(239257ページ）にも軍人の犠牲者の数字は細かく出ている。その数
字を加えると，300～400万人程度となる。
80) 同上，48ページ以下，ソ連と中国によるパワー・シェアリング，アジアの
革命運動の中心は北京，などの節。朝鮮戦争勃発前にもスターリンは金日成
に対し毛沢東の同意を得ることを命じていた，とされている。
81) 亀山，前掲書，293299ページ，モンテフィオーリ，前掲書，491511ペー
ジ。
82)『世界大百科事典』第25巻，587ページによると，ベリヤはスターリンの死
後フルシチョフ，モロトフらと集団指導に加わっていたが，1953年６月，ス
ターリンへの＜個人崇拝＞の責任を問われて突然逮捕され，その年の末裁判，
銃殺が行われた。
83) ガディス，前掲書，129ページ以下。ガディスはフルシチョフを「誠実」
だとする。
84) 同上，132ページ以下。毛沢東の個人的な感情については，李志綏著，ア
ン・サートン協力，新庄哲夫訳，毛沢東の私生活，上，東京 (文芸春秋) の
10章，187ページ以下にくわしい。ショート，前掲書，下，125ページ以下。
なおハンガリー事件におけるソ連軍の武力干渉も毛沢東の主張に基づいてい
た，とされている。北朝鮮の個人崇拝は，現在も続いている。
85) ガディス，前掲書，92ペーシ以下。ドックリル・ホプキンス，前掲書，
106ページ以下｡『世界大百科事典』，第７巻，230231ページの「キューバ革
命」の項。
冷戦後世界のモンタペルティ現象
― ―217
86)『世界大百科事典』，同上。
87) 同上，およびガディス，前掲書，92ページ，ドックリル・ホプキンス，前
掲書，110111ページ。
88) 注85)の「キューバ革命」の項。
89) 同上。およびガディス，前掲書，94ページ以下。ドックリル・ホプキンス，
前掲書，117121ページの「キューバ・ミサイル危機」の節。
90)『世界大百科事典』，第30巻，618ページの「ワルシャワ条約機構」の項。
91) 伊東，前掲書，227ページ以下。この改革は「十月の春」と呼ばれた。
92) 矢田，前掲書，231ページ以下。ソ連に連行後ナジは1958年に反逆罪で処
刑された。
93) 下斗米，前掲書，100ページ以下。中国の原爆実験成功については，114ペ
ージ。
94) 同上，115ページ。
95) ガディス，前掲書，174ページ以下。
96) 劉少奇に付けられた「中国のフルシチョフ」という仇名は，そうした毛沢
東の警戒心を代弁していた｡『世界大百科事典』，第29巻，647ページの「劉
少奇」の項。
97) 下斗米，前掲書，133ページ以下。中国への不満は134ページ。
98) 同上，135137ページ。
99)ドックリル・ホプキンス，前掲書，111113ページ，および170ページ｡『世
界大百科事典』第29巻，317320ページの「ラオス」の項，特に319ページ。
100) ガディス，前掲書，304ページ。ガディスの概説書は最後にクメール・ル
ージュのエピソードを語る。そしてこのような事件も起こっていたけれども，
冷戦は人類にもっとひどい結果をもたらさずに済んだ，とし「フランス革命
の間，あなたははなにをしていたのですかと尋ねられた時のアベ・シェイエ
スの答えをかりて言えば，われわれの多くは生き残ったのである」で終わっ
ている。
101) 下斗米，前掲書，137ページ。三野・田岡・深川，前掲書，551554ページ
の「中越戦争」の項。
102) 共同通信社編，世界年鑑 2010，東京 (共同通信社) 2010，によると，ポ
ル・ポトが率いた民主カンプチア政権は，ヴェトナム軍に支援されたヘン・
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サムリン軍によって攻め込まれ1979年に崩壊したが，その後も内戦が続いた。
1990年パリ平和交渉が成立し，1991年11月シアヌークが帰国，国連の監視の
下で1993年５月に選挙あり，王制が選ばれ，1993年６月シアヌークが王位に
戻る。その後2004年にシアヌークは息子のシアモニに王位を譲った。
103)『世界大百科事典』，第17巻，475477ページの「タンザニア」の項，特に
477ページ。
104) 同上，第１巻，599601ページの「アルジェリア」の項，外交では積極的
非同盟主義を定めた，とされている。
105) 共同通信社，前掲書，370ページ。宮本正興・松田素二編，新書アフリカ
史，東京 (講談社) 1997，512514ページの「アフリカにおける民主化の動き」
の表でも一党制から転換して選挙が行われたとされている。
106) 共同通信社，前掲書，371ページ。なお，宮本・松田，前掲書の表では，
ギニアは一党制ではなく軍政となっている。しかし後に大統領選挙や議員選
挙を実施した。
107) 共同通信社，前掲書，339ページ。宮本・松田，前掲書の表では，その後
軍事クーデターが起こり内戦中となっている。
108) 共同通信社，前掲書，359ページ。宮本・松田，前掲書の表でも一党制か
ら複数政党制に転換して，選挙が行われたことになっている。
109) 共同通信社，前掲書，341ページ。宮本・松田，前掲書の表でも，クーデ
ターの後に複数政党制となり，議員選挙や大統領選挙が行われている。
110) 共同通信社，前掲書，351ページ。宮本・松田，前掲書の表でも，複数政
党制に転換して，議員選挙も大統領選挙も行われている。
111) 共同通信社，前掲書，アンゴラは373ページ，モザンビークは377ページ。
宮本・松田，前掲書の表でも，両国は内戦に悩まされながらも，複数政党制
に転換し，議員選挙も大統領選挙も行われている。
112) 同上。
113) 共同通信社，前掲書，342ページ。宮本・松田，前掲書の表では，一党制
で独立と記されている。
114) 共同通信社，前掲書，457ページ。
115) 共同通信社，前掲書，305ページ，および注104)。
116) ソ連とユーゴスラヴィアでは冷戦終結時に国家が分裂したが，イスラム教
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をめぐって激しい文明の衝突が発生した。
117) 共同通信社，前掲書，228229ページ。
118) 共同通信社編，世界年鑑 1981，683ページ，のソ連のスポーツの項の末尾
に，ソ連のアフガニスタン侵攻に抗議して，アメリカのカーター大統領が
1980年のモスクワ・オリンピックのボイコットを呼びかけたため，アメリカ，
西ドイツ，日本，中国等が参加せず，参加国は81カ国，7000人に止まったこ
とが記されている。なお『世界年鑑』からの引用は以後も続くが，特に断り
がない場合は，2010年度版からの引用である。
119) 注117)と同じ。
第二章
1) ギュスターヴ・ル・ボン著，桜井成夫訳，群衆心理，東京 (講談社) 1993。
2) 同上，30ページ。
3) 同上，3235ページ。
4)「陪審員」は第三章，216ページ以下｡「選挙上の群衆」は第四章，228ペー
ジ以下。
5) 拙稿,「モンタペルティ現象」試論,『国際文化論集』第39号，大阪 (桃山
学院大学総合研究所) 2009。
6) 同上，第二章，156177ページ。
7) 同上，175177ページ。
8) たとえば，ジョン・ダワー著，三浦・高杉・田代訳，敗戦を抱きしめて
(増補版)，上・下，東京 (岩波書店) 2004，などにそうした変化が記されて
いる。
9) 今のところ，この説に関する公的なコメントは一度も見たことがない。
10) ジャンバッティスタ・ヴィーコ著，清水・米山訳，新しい学，481ページ
は，国家は貴族制から民主制に移行すると，領土を拡大していくよう性格付
けられているとする。
11) 米山喜晟著，敗戦が中世フィレンツェを変えた，東京 (近代文芸社) 2005。
12) ソ連は15の共和国に分裂し，ユーゴスラヴィア連邦人民共和国は７（コソ
ヴォの独立を認めると８）個の共和国に分裂した。
13) 拙稿，敗戦の効果 世界史の中のモンタペルティ現象 ，前掲。
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14) ダンテ・アリギエーリ,『神曲』，煉獄篇，第11歌，109114行。
15) 周知のごとく『資本論』の第２巻，第３巻はエンゲルスが整理，編纂した
ものである。
16) 1847年11月,「共産主義者同盟」がマルクスとエンゲルスに党の綱領の作
成を依頼したために『宣言』ができあがり，最初ドイツ語で発表された。
17) カレール＝ダンコース，前掲書，232ページ以下。
18)『資本論』は，あくまで学究的な資本主義の追及であるが，結果的に資本
主義においては搾取が必然的に発生し，労働者が奴隷状態に置かれることを
告発している。
19) Ｈ・Ａ・ヴィンクラー著，後藤・奥田・中谷・野田訳，自由と統一への長
い道Ⅰ ドイツ近現代史 17891933，406414ページ，第Ⅶ章，６カップ・リ
ュトヴィッツ一揆とルール蜂起の節参照。木村，前掲書，296ページに,「ワ
イマール共和国は数十万人の軍隊を縮小しようとしてクーデターを引き起こ
した｣，とある。この時は労働者のゼネストなどで鎮圧することができ，な
んとか「10万人軍隊」にまで押え込んだ。
20) 同上，303ページ以下。およびヴィンクラー，前掲書，379542ページ，第
Ⅶ章 事前に重荷を負った共和国 1918～1933年，の節がその経緯を語ってい
る。
21) 圧倒的に農業国であったロシアでの共産主義革命の成功は，資本主義が発
達した国で共産主義革命が起こるとしたマルクスの予言にも反していて，必
然とは認め難かった。マルクスのロシア観については，的場明弘編，マルク
スから見たロシア，ロシアから見たマルクス・レーニンの革命論，オリエン
タリズム，国家イデオロギー装置をめぐって，東京 (五月書房) 2007など。
22) 上島武著，ソ連崩壊史，東京 (窓社) 1996，15ページなど。
23) 上島，前掲書。中村平八著，ソ連邦からロシアへ ロシアはどこに行くの
か，東京 (白桃書房) 2006，の第二章以下，その他。
24) Ｇ・ジョン・アイケンベリー著，鈴木康雄訳，アフター・ヴィクトリー
戦後構築の論理と行動，東京 (NTT 出版) 2004，第七章 冷戦が終わって。
25) 筆者はロシア連邦以外の国が三条件に合致しないと断定しているわけでは
なく，比較的合致する可能性が低いので，検証の対象から外すということで
ある。他の東側諸国の場合も同様である。
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26) この国の場合も，当初ロシア帝国の支持を得て独立を目指した後，ロシア
で革命が起こったためソ連の衛星国となったのだから，巻き込まれ型の共産
化だと見なし得る。
27) 個々の事件については，第一章の注45)で列挙した参考文献を参照してい
ただきたい。
28) むしろ東欧諸国の場合，第二次世界大戦以降敗戦状態が続いていて，これ
以上負けようが無かった，と言うのが実情だったのではないだろうか。
29) 2004年にはバルト三国やチェコ，ハンガリー，ポーランド，スロヴァキア，
スロヴェニア，2007年にはルーマニアとブルガリアが EUに参加した。それ
らの国々は NATO にも参加している。
30) ユーゴ内戦については，共同通信社，前掲書，588ページ。
31) 同上，598ページ。
32) 下斗米，前掲書，166ページ,「全方位外交」は169ページ。
33) 同上，は改革の遅れを強調しているが，現在は経済活動が活発化しつつあ
る。
34) 中嶋嶺雄著，北京烈烈 文化大革命とは何であったか，東京 (講談社)
2002。厳家祺・高皋著，辻康吾監訳，文化大革命十年史，上，中，下，東京
(岩波書店) 2002，加々美光行著，歴史のなかの中国文化大革命，東京 (岩
波書店) 2001その他。
35) 中嶋，前掲書，361ページ以下。厳・高，前掲書，下，367ページ以下。
36) 下斗米，前掲書，141143ページ。
37) 同上，188ページ以下。ただし必至とされている変化の兆しはまだ見えな
い。
38) 共産主義の基本理念が資本主義否定である以上，共産党の一党独裁を続け
るためには，資本主義を否定している体制には甘くならざるを得ない，とい
う事情があるものと思われる。
39) 1927年生まれのフィデルが病気で，現在は弟が暫定的に代理をしているが，
いずれにしても高齢である。
40) 下斗米，前掲書，169170ページ。
41) 共同通信社，前掲書，210ページ。
42) ポル・ポト派の裁判については，同上，211ページ。
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43) 同上，310ページ。
44) 同上，368ページ。モブツについては，伊谷他編，アフリカを知る事典，
東京 (平凡社) 1989，410ページなどに記載があり，その170ページでは，地
下資源が豊富なため，フランス，ベルギー，アメリカ，イギリスなど西側諸
国の援助を受けていたとされている。
45) 共同通信社，前掲書，339ページ，現在は暫定政権だとされている。
46) 同上，341ページ。
47) 同上，アンゴラは373ページ，モザンビークは377ページ。
48) 同上，457ページ。
49) 同上，305ページ。
50) 同上，228ページ。
第三章
1) 桃木他編，東南アジアを知る事典，東京 (平凡社) 2008，580ページ，に
ラオスで経済自由化と市場経済化への改革が行われ，2006/07年度に初めて
貿易黒字化を達成したとされている。共同通信社，前掲書，208209ページ。
2) 桃木他編，前掲書，550565ページ，特に554ページ以下あるいは560ペー
ジ以下にドイモイに関する記述が見られる。さらに共同通信社，前掲書，
204207ページ
3) 注 1)および 2)の資料の記述によるが，解釈次第で多少ずれるかも知れな
い。
4) モンテフィオーリ，前掲書，上，95ページ以下。亀山，前掲書，65ページ
以下。
5) この時の左転回は,「クラーク (富農) に死を」を合言葉にしていたとい
う。だからこの時の粛清は単なる手段ではなく，それ自体が目的であったと
見なし得るであろう。モンテフィオーリ，前掲書，95ページ以下。
6) フルシチョフのスターリン批判の秘密報告の中の一項目として，スターリ
ンがヒトラーの侵略に備えず，多くの有能な軍事指導者をその地位から追い
やり，粛清したことを告発している。
7) 上島，前掲書。中村，前掲書。佐藤優，自壊する帝国，東京 (新潮社)
2006。イデオロギー国家の崩壊に，日本人のヨーロッパ宗教史の研究者が証
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人として立ち会っていた。同書の64ページ以下に「反アルコール・キャンペ
ーン」の現実を描いた節がある。
8) CIS は1992年12月に，ベラルーシのベロヴェーシの森で合意が成立し，
1993年に12カ国が加盟した (ただし永世中立のトルクメニスタンは准加盟国)。
9) フランシス・フクヤマ著，渡部昇一訳，歴史の終わり，上・下，東京（三
笠書房）1992。
10) アイケンベリー，前掲書。
11) この呼び方は，投資銀行ゴールドマン・サックスのエコノミスト，ジム・
オニールの2001年11月30日付けの投資家向けレポートのタイトルで初めて用
いられた。
12) この言葉は，エズラ・Ｆ・ヴォーゲル著，広中・木本訳，ジャパン・アズ
・ナンバーワン アメリカへの教訓，東京 (TBS ブリタニカ) 1979，のタイ
トルであった。
13) アイケンベリー，前掲書，293ページのフランス外相ヴェドリーヌの演説。
同様の趣旨のことは，同書の234ページや252ページ以下にも記されている。
14) ショート，前掲書，上，249ページあたりから，毛沢東は共産党の指導者
として本格的に活躍し始める。土地問題についての方針は，252ページ。中
国共産党の革命を実現させる原動力となる土地革命についての方針を打ち出
したのは，毛沢東自身であった。
15) 同上，下，96ページ以下。結果的には余りにも愚かな戦争だが，その主要
な責任は金日成にあると見なさざるを得ない。
16) ショート，前掲書，下，157ページ以下。李，前掲書，上，358ページ以下。
李は毛が二度目にモスクワを訪問したあたりから異常な昂揚状態にあったこ
とを証言している。
17) 中嶋，前掲書。厳・高，前掲書その他。
18) 文化大革命を調べれば，中国式の人民裁判の実態は明らかだが，中国にも
もちろん強制収容所は存在していて，その実態は，ユン・チアン著，土屋京
子訳，ワイルド・スワン，下，東京 (講談社) 1993，の第24章,「どうかぼ
くの謝罪を聞いてください」 労働キャンプの両親 (1969～1972年)，な
どに記されている。
19) 田野倉稔著，ファシストを演じた人々，東京 (青土社) 1990。
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20) 2010年10月９日付けの読売新聞，藤野彰編集委員が執筆した記事による。
21) スターリンについては，モンテフィオーリ，前掲書および 亀山郁夫，前
掲書など。毛沢東については，ショート，前掲書，李，前掲書，およびユン
・チアン，ジョン・ハリデイ共著，土屋京子訳，マオ だれも知らなかっ
た毛沢東，上・下，東京 (講談社) 2005。
22) たとえば朝日新聞の場合，1953年３月６日付けの朝刊の一面のトップ記事
で危篤が報じられ，夕刊で大きく死去が伝えられていて，一面のコラムでは,
「大衆への愛情で貫く」と賞賛されている。それが1976年９月10付けの毛沢
東の死亡記事となると，田中角栄前首相他12人の絶賛の嵐とともに，その偉
業が伝えられている。
23) 共産主義革命によって，資本主義に毒されていない新しい人類が出現する
という幻想は，古い人類の抹殺をも正当化する。それは日本の赤軍派の虐殺
の論理でもあった。
24) 李，前掲書，上，200ページ以下に，毛沢東の読書について記されている。
25) ショート，前掲書，下，125ページ以下。
26) 最初は兵士に読ませるために,『語録』を出版したのが林彪であった。シ
ョート，前掲書，下，214ページ。厳・高，前掲書，上，３ページ，74ペー
ジその他，同巻末の文化大革命関係年表，３ページの1964年５月の項に,
『毛主席語録』出版，とある。
27) ショート，前掲書，下，307ページ以下。
28) 同上，317ページ以下。この伝記では，気に入りの王洪文が未熟で，周恩
来はガンなので，その代役がどうしても必要になったためだとされている。
29) 絶対王政には，王権によって封建制の下で四分五裂していた国家を統一し，
重商主義によって国富を伸ばすという役割があったが，毛沢東はもっぱら統
一のみに貢献した。
30) この政策は華国鋒が主導する時代に推進されたが，開放への期待が大き過
ぎたために1979年度に大赤字を出して手直しが必要になり,「洋躍進」の時
代と呼ばれた。
31) その後の中国経済の資本主義的発展に関しては無数の著書が出ている。最
近の中国経済の膨張ぶりについては，日本経済新聞社編，日中逆転 膨張す
る中国の真実，東京 (日本経済新聞社) 2010その他，数百册の書物が出てい
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るそうである。
32) 特にイスラム過激派の度重なるテロを引き起こしたチェチェン共和国独立
問題がある。
33) 珍宝 (ダマンスキー) 島問題は，1991年同島を中国領と認めることで解決
した。
34) 1958年以来中国の農村を支えた人民公社は，1978年に導入された生産請負
制により分断され，1982年の憲法改正により政社分離が行われた結果，自治
体は郷鎮社隊，企業は郷鎮企業として分立した。その結果若干の例外を除い
て，人民公社は1984～5 年に消滅した，とされている。
35) それは勿論良い意味の衝撃で，中国人は走り始めた。その後の中ソ両国の
経済活動の伸び方を比較すると，その違いは明らかである。ロシア経済が回
復した近年でさえも，成長率に大差が認められる。本章の注46)参照。
36) ロシア連邦の首脳部も，基本的に旧ソ連の高級官僚たちだったから，多く
の民衆には大変革とは見えなかった可能性がある。だからせっかくの転換も
衝撃は緩和された。
37) 西側諸国，特にアメリカの穏健な対応が，特にロシア連邦や旧衛星国への
衝撃を緩和したはずである。干渉によって怨恨や屈辱感を残さなかったこと
は評価すべきである。
38) 社会学者の Daniel Chirot の著書 “Modern tyrants : the power & prevalence
of evil in our age”, Princeton University Press, 1996, p. 198 によると，約１億
人が被害を受け，少なくとも100万人，おそらく2000万人が死んだ，という。
39) 厳・高，前掲書，上，文化大革命関係年表，10ページ，1668.12.22 の項。
40) チアン，前掲書，下，第二十二章,「思想改造」の章，特に182ページ以下。
41) 死期が迫った毛沢東の様子とその死は，ショート，前掲書，330336ペー
ジ，その死と四人組逮捕については，厳・高，前掲書，下，351ページ以下。
42) 逮捕された江青が毛沢東の妻だったことが，転換を確認させたはずである。
43) 若林敬子編，杉山太郎監訳，ドキュメント 中国の人口管理，東京 (亜紀
書房) 1992，総論 中国の人口管理，３ページ以下。
44) 当時，ゴルバチョフとエリツィンは60歳，ヤナーエフ53歳と，平均寿命が
短いロシアではすでに老人に近い中高年同士の争いであった。
45) ロシア連邦共和国は1996年８月に死刑執行を停止したが，テロなどの関係
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では例外もあるらしい。
46) たとえば，IMF の W. E. O データベースによって，2004年から2009年ま
での経済成長率の平均を比較すると，ロシアは4.60，中国は11.46である。
47) 日本経済新聞社編，前掲書，第二章その他。
48) 手嶋龍一巻頭論説，世界統計白書 データで見える世界の動き，2008年版，
東京 (木本書店) 2008，444ページ。
49) チアン，前掲書。
50) チアン・ハリデイ，前掲書。
51) たとえば李，前掲書，下，296ページ，において著者は北京紡績工場で働
き，三日おきに毛沢東に報告に行っている。
52) 2010年10月18日，中国共産党第17期中央委員会で中央軍事委員会副主席に
選出され，次期のトップになることが確定したと見なされている習近平は，
副首相まで勤めた父が文化大革命当時に失脚したため，1969年16歳の時に陝
西省の田舎に下放され，横穴式住居に住むという珍しい体験の持主である。
朝日新聞，10月20日付けの朝刊の８面の「苦労人プリンス」というタイトル
の記事 (林望) が，こうした経歴を伝えている。
53) 楊逸の父はハルビンの大学で漢文を教えていたが，文化大革命で農村に下
放されたため，一家がその影響を受けている。しかしその体験がなければ，
彼女は日本在住の作家にはなっていなかったであろう。
54) この言葉は，青樹明子著,「小皇帝」世代の中国，東京 (新潮社) 2005，
のタイトルに負うている。
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The Montaperti Phenomenon in
the post-Cold War World
Yoshiaki YONEYAMA
In the first chapter of this paper, I trace the process of the formation of the
Eastern Camp after 1945, and examine the characteristics of each country
which belonged to the Eastern Camp.
In the second chapter, I examine the conditions required to produce the or-
dinary Montaperti Phenomenon (M. P.) I show that the following five condi-
tions are indispensable for the happening of the M. P. 1) Before defeat, the
country was militaristic and aggressive. 2) After defeat, the country changes
its attitudes and becomes peaceful and friendly. 3) Toward such change, the
international world responds with favorable attitudes. 4) The change brings
the liberation of individuals. 5) The defeat trains the individuals.
As for the post-Cold War World, I suggest three modified conditions for the
examination of the Eastern Camp’s ideological defeat. 1) Before defeat, the
country fought with capitalism aggressively. 2) After defeat, the country
changes its attitudes and becomes friendly with the capitalistic world. 3) The
capitalistic world responds with favorable attitudes. Our examination showed
that, among about twenty countries, only four countries could satisfy the three
conditions.
In the third chapter, I estimate the possibility of the M. P. in four countries.
As for Laos, the period of belonging to the Eastern Camp was too short, and
as for the southern half of Vietnam, the same thing can be said. Therefore,
Laos and South Vietnam lack relatively a history of fight against capitalism
proper. (Vietnam fought with colonialism, however.) Russia and China don’t
lack in this point, but Russia suffered too much damage due to the collapse of
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the Soviet Union. After ten years of a very aggressive fight against capitalism
(the Cultural Revolution), China suddenly became friendly with the capitalis-
tic world. Thus China could monopolize the benefits of the M. P. in the post-
Cold War world. My conclusion is that an ideological struggle can also bring
about the M. P..
